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佐藤正孝さんを假んで

大平仁夫

名古屋育ちの昆虫学者の中で, 佐藤さんは異色の
存在であった. 向陽高校 l 年ですでに科学クラブの
機関誌に「東山の甲虫」 を報告されている. 愛媛大
昆虫学教室を経て名古屋女学院短大 (現在の名古屋
女子大) の助手になり,  平成 l5(2003) 年に教授で
定年退職し,  こんごは好きなことをやりたいのでと
言われていたが, 69 歳の生涯を終えるまで, いっも
あたふたと動きまわっておられた. 今思えば, 健康
な体, よき伴侶, よき友人, よき運に支えられての
生涯であったように思われる.
愛媛大の在学中は講義にはあまり出なく ,  トカラ
列島や琉球列島や台湾などの調査に熱中し, 周辺か
ら 「単位は大丈夫か?」 と心配されていた.  しかし
運よく卒業, 名古屋女子短大の広教授の助手になっ
た. 女子短大には「生活科学研究所」があり, 主と
して水生昆虫の調査に従事し, 「矢作川の自然」なる
印刷物は同氏の力が大きい. また, 岡崎におられた
(故) 神谷一男先生の研究室にも甲虫関係の文献を見
によく出入りされていた. 佐藤さんは教授になり,
学部長や図書館長なども歴任し益々 多忙であった
が, 政府や県関係の委員もこなし, 一方では図説や
教科書なども出版され, 学会では日本鞘翅学会や目
本昆虫分類学会の設立にも関与されたりしておられ
たが, 海外への調査の情熱は少しも衰えることな
く, ベトナムやラオスを始め韓国や中国にも出掛け
ておられる. , . ,

名古屋市千種区で薬局を営まれていた山中妙子さ
んと結婚, 上品な名古屋弁で話す才媛で, 精神・ 物
質両面で佐藤さんを献身的に支えられた. のち病で
不自由な身でありながら, 佐藤さんの傍らに付き
添って世話をされていた. 佐藤さんの親友の上野先
生は, 妙子さんの葬儀のとき 「妙子さんには色々 お
世話になって一」 と話されていた. 妙子さんが亡く
なられたあと,  しばらくして風間寿美子さんと再婚
されたが, この方は民族学研究者で, 共にベトナム
やラオスに出かけて調査されており, その一端は
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写真 若き日の虫屋の談話会で [前列左から佐藤, 權
程f,  石田(昇); 中列左から (故)後藤,  右端は
(故)森部; 後列左から (故)成瀬, 大平, rlJ橋]
(IV -1957)

「ラオスの風」 なる印刷に詳しく記されている.
69 歳と言えば, 昔ならまあまあの年齢であるが,
今はまだその若さでの時代である.  これから円熟味
が加わり, 期待が多きかっただけに本当に残念であ
る. 佐藤さんは「ラオスの風」にあるように, 膨大
な多方面の仕事をこなし, サーット人生を走り抜け
て行かれた昆虫学者であったように思われる.
これからの別世界の中でも,  'オットット'  'オッ
トット' とつぶやきながら,  長い旅路での折々 の出
会いをされていると思われる.  ご冥福を心からお祈
りする次第である. ( 'オットット ' の意味は 「ラオ
スの風」 の18 頁を参照).

参考資料

佐藤正.' f (1953) 東山の甲 . Biology, ( l ): 22-28.
- (l969) 東南アジア予備調査報,'1.  名古屋女子大
学紀要, (15):101- l l2.
- l l971) フィリッヒンの虫を訪ねて. 春光, (9): l -
5.

風間寿美子・ 佐藤正率(2003) ラオスの風一サルイ村滞在
記・ 他一 (風野 ^ '房刊

(岡崎市舞木町)

佐藤正孝さんの思い出

大澤省三

日本の甲虫学界の重鎮の一人である佐藤さんが亡
くなられた. まことに痛恨の極みである. 佐藤さん
と私はともに名古屋人だが, 年代の違いもあり, 佐
藤さんは愛媛大学に, 私は名占屋大学から広島大学
へと転々 としていたので, 若い頃は交流がなかっ
た. 私が広島から名古屋へ戻ってからは, 名古屋昆
虫同好会や, 鞘翅学会名古屋支部の会でしばしばお
目にかかるようになった. 名占屋女子大の佐藤さん

の研究室へお邪魔したとき,  まず驚いたのはものす
ごい量の標本であった. 標本室にはいらないので,
廊下にまで積み上げてある. 毎年何回も, 中国,
フィリッピン, 東南アジアと採集旅行にでかけられ
ていたので, 当然といえば当然だが, そのすごい馬
力は驚嘆した. 「こんなに標本があると, 調べるのが
大変でしょう」 という問いに「研究のほうと平行し
て資料を集めているが, 定年退職して, あまり採集
に出られなくなったときの楽しみですよ」 と. 佐藤
さんはかって心筋梗塞を発症,  さる病院の名医のお
かげで回復された. 「別の病院だったら今頃生きて
はいませんよ」 と言っておられた. 私も数年前, 同
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写真 2005 年度学高翅学会の想親会にて. 右: 佐藤さ
ん; 左: 者

じ病気となり, やっと回複したので佐藤さんも私も
ラッキーであったといえる. 佐藤さんはそれでも,
その都度医師の許可をもらった上で海外調査を精力
的につづけられていたのには, 脱幅である.
定年退職後も元気で海外の採集調査に出かけられ
ていることを, 昨年の鞘翅学会や, 甲虫学会のおり
に伺っていたが, その後体調を崩され入院されてい
たことは全く知らなかった. 退院されてからのメー
ルによると 「10時間にわたる大手術で超奇跡的に
救われた. 入院生活80日余り.  しばらくはデス
ク・ ワークしかできないが, 回復したらまた野外活
動をしたい. それにしても, 発病前にチベットへ行
けたのは幸であった. 研究のほうは, 若い優秀な連
中がたくさん育ってきたので, かなりの部分を彼ら
に任せられるようになって嬉しい」 とのことであっ

No. 156 (Dec 2006)

た. そして, たく さんの研究論文の別冊を送ってい
ただいた. - 日も早くまた元気な佐藤さんとお会い
できると心待ちにしていたのに, 突然の言ト報に接
し, 言うべき言棄をしらない. 佐藤さんの言ト報より
少し前には佐々 治さんがなくなられた. また, 私は
面識がないが, ハムシの小宮さんも亡くなられたと
きく. まさに日本の甲虫界にとって最悪の年であ
る.
私の名占屋大学在任中と, それにつづく JT生命
誌研究館時代, 同度も台湾へ採集旅行に出かけた
が, そのとき, 陳 文龍さんから多数の雑甲虫を提
供された. その中に光沢があり, 上翅が赤, 前胸が
黒い大型の美麗な甲虫が一頭あった. 私はクシヒケ'
だと思ったが, どうも違うようなので, 数人の専門
家に写真を送って意見を伺った. ある方はハムシの
ようだと言い, 別の方はカッコウではないか,  とい
う こ とであった. 結局, 所属不明なので, 標本を中
根先生に送ったが, そのうちに見ておきましょう,
と返事をいただいたままになってしまった. 写真だ
けは手元にあったので, 鞘翅学会名古屋支部の会の
席上, 佐藤さんに見せたところ,  これはハムシでも
カッコウでもなく , Dasci11idaeの一種で, これまで
ベトナムからしか知られていない属だ, ということ
であった. その後, 余 清金さんから, 同種の標本
を2 頭いただいたので, 佐藤さんと私の共著
でMetauidasciuus sasajuと命名してSUKUNA-
HIKONA (佐々 治寛之博士退官記念論文集) にのせ
た. 佐々 治さんも佐藤さんも相次いで亡くなられた
が, ある意味ではご両人と私をつなぐトライアング
ル的存在の忘れ難い甲虫である. なお中根先生のと
ころに送った標本は, 多分北大の中根コレクション
の中にある. 慎んで佐藤さんのご冥福を祈りたい.

(広島市東区)

渡せなかった大雪山のマメゲンゴロウ

堀 繁久

2006 年の春, 佐藤先生から一通のメールが届い
た. 内容は, 大雪山の奥座效と呼ばれるトムラウシ
のマメケ'ンゴロウを採ってきてくれないか ? と い

うものである.  トムラウシと言えば,  日本百名山の
一つで, 岳人憧れの山, 何処から登っても距離があ
り, 覚悟して登る山と決めていたので, おいそれと
は「採ってきます」 とはっきりと確約できずに,  も
し, 登る機会があったら採ってきますという煮え切
らない返事を返した覚えがある. その後も何度も依
頼のメールが入り,  メールの内容もかなり差し迫っ
た・雰囲気が漂っていて, ようやく登る覚悟を決め
る.  丁度,  その頃 「探そう ! ほっかいどうの虫」
という昆虫採集本の出版を控え, それの原稿等に追
われていて, その本が8 月4 日に完成した. それま
では, デスクワークに追われ, フィールドに出られ
ずにすべて後送りしていたため,  8 月の途中から大

丈夫か? と思わず言ってしまいそうな, ハードスケ
ジュールのフ ィールド調査を入れはじめたところで
あった.
手始めに, 佐藤先生との約束を果たすため8 月

5~6 日の一泊で,  トムラウシのゲンゴロウ調査に
入る. 8 月4 日, 仕事終えた夜半に今回の調査の相
棒としたゲンゴロウ大好き岡田青年を連れて出発
し, 早朝に登山口に到着した.  ほとんど寝ないで長
距離ドライブをして登山口まで来たので,  そこで l
時間ほど仮眠してから登山を開始する. やはり, 睡
眠不足でトムラウシはちょっと無謀だったと思い知
りながら, へロヘ口しながら登り続け, 途中の池を
チェックしながら, 夕方日暮れ前に,  どうにか宿営
地の南沼のキャンプ指定地に到着た. 周P日の沼を
チェックするが, Agabusのいる池と全くいない池
があり, 不思議である. 池によって, 水温も生息し
ている生き物も違っているようだ. その夜は遭難者
が出て, 採集許可の腕章をしていたため, その対応
を登山者から依頼された. どうにか携帯のつながる
場所を探して, 家族へ連絡をつけた. 翌日, へリコ

ー 3 -



甲虫ニュース

プターと捜索隊が上がってきたがその日は見つから
なかったようである. 後日, 下の林道で釣り人によ
り保護されたことをニュースで知る. 生きて戻れた
ようで良かった. 翌朝のトムラウシは濃いガスに包
まれていた. 迷わないように気をっけながら, 奥の
池の調査を済ませて下山する. かなりの強行軍での
登山& ケ ンゴロウ調査であったが, ばつと見た感じ
では3 種のAgabusが採集できたので,  これで, よ
うやく佐藤先生との約東を果たせたと安心する. 下
山後, 温泉に入ってから, 安全運転で札幌へ戻り,
翌朝は知人の山内英治氏とカヌー2 般積んで, 東京
から釧路入りしている松澤春雄氏を拾って, 釧路湿
原でキタキイロネクイハムシの調査に入った.  こち
らも, 成虫こそ確認できなかったが, 幼虫と蛹をホ
ストから得ることができ,  どうにか最低限の結果を

第156 号 (2006 年 l2 月 )

持ち帰り,  このネクイハムシを気にかけられていた
小宮義障先生の墓前に成果を報告できると思ってい
たのだが, 飼育した結果, なんとィネネクイハムシ
が羽化してきたのである.
大'毎齟・ ｩら引き続いた釧路湿原の調査から戻る
と, 佐藤先生逝去という訃報のメールが飛び込んで
きた. ようやく , 約東のケ ンゴロウを渡せると思っ
た矢先に, その思いは水泡に帰する. 永違に渡せな
くなってしまった.  もし, 佐藤先生の遭志を継いで
Agabusの分類をやってみようという方は, サンプ
ルを提供させていただくので, 是非連絡されたし.
最後までゲンゴロウの分類に気をかけてられてい
た佐藤先生の冥福を心から祈りたい. 合掌.

( 北海道開拓記念館)

佐藤正孝先生の死をl率む
上手雄貴

私が佐藤先生に初めてお会いしたのは, l997 年
のことであった. 当時東京農業大学オホーツクキャ
ンパス l 年生で, 北海道のゲンゴロウ調査をしてい
るうちに種のわからないものが出てきた. そこで東
京農業大学昆虫学研究室の渡辺泰明先生に相談した
ところ, 佐藤先生を紹介していただき, 手紙を出し
たことがきっかけである. ぜひ一度名古屋女子大学
においでくださいとのご返事があり, お邪魔するこ
ととなった. その後は私の実家が岐阜市であったこ
ともあって, 図々 しくも度々 お邪魔することになっ
てしまった. 先生は本当に温厚な方で, お忙しいさ
なかでも私のつまらぬ話に耳を傾けてくださった.
先生とご一緒した採集でとても印象に残っている
ものがある.  それは2003 年7 月に緒方健氏と中島
淳氏の案内で福岡県へヒメ ドロムシを探しに行った
ときのことである. そのときは福岡でも記録的な大
l:1:iでt専多駅も水没していた. おそらくヒメ ドロムシ
の生息する河川も採集できるような状況ではないだ
ろうと感じてはいたが, せっかく来たのだしとりあ
えず生息地へ行ってみることになった. 行ってはみ
たものの, やはり河川は濁流となっていた.  もう少
し上流へ行けばまだましかもということで一同移動
しかけたときのこ とである. 先生が一言「あの端の
辺りでやれば採集できる. 」 と. 先生がやれると言わ
れるのであればやれるに連いないということで, -
同濁流に飲み込まれそうになりながらも採集に励ん
だ. 結局そのときには一番の渡物であったセマルヒ
メ ドロムシを採集することはできなかった.  しかし
その年の12 月に再び同地を訪れりベンジを果たす
ところに先生の甲虫に対する並々ならぬ情熱を感じ
るこ とができた.
先生には東京農業大学卒業後も愛媛大学大学院進
学, 環境科学株式会社就職, そして現在の名古屋市

写真 2004 年2 JI l [j 佐確先生のこ「] -tにて台湾
からいらしたヒラタ ドロムシ研究者の歓迎会.
左から佐藤先生,  Chi-Feng LEE氏とそのお連
れの方 (お名前を'J、念しました), 右端は上手」

衛生研究所転職と研究する環境が変わるたびに様々
なアドバイスを頂いた. また最近先生と共著で記載
したッブゲンゴロウ属の論文では, 私のチェックミ
スのために8 万円も余計にお金がかかる事態に
なってしまった.  しかし先生は「今度からはよく原
稿のチェ ックをするように. 」 とおっしゃられただ
けで全額を負担してくださった.  このような懐の大
きさも先生がいろんな方から愛されている理由のひ
とつであろう. 近年は先生のご自宅の近所に住んで
いたこともあり,  自転車を走らせてはご自宅へお邪
魔して水生甲虫の話や愛媛大学の話など様々 な話を
お聞きした. また研究に必要な標本やバラタイプも
頂いた. おそらく迷惑だったこともあったはずだ
が, 先生はいっも暖かく迎え入れてくださった. ま
だまだ先生から学ぶべきことはたく さんあったの
に,  これほどまでに早くに亡くなられ残念でならな
い. 先生の期待を要切らぬように, 毎日自分自身を
成めながら研究を継続していきたいと思う次第であ
る.

( 名占屋市衛生研究所 衛生動物室)
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佐藤正孝さんの逝去を'l車む
渡辺泰明

佐藤正孝さんが亡くなったことを知ったのは, 私
自身老化に伴う身体の賣えをリフレッシュするため
に, 山形県の温海温泉に長逗留し帰宅した8 月22
日だった. 留守中に届いていた, 8 月9 日に佐藤さ
んが亡くなったという味尾俊男本誌前編集委員長か
らの手紙に驚くと同時に, 俄かには信じられない思
いだった.  それというのも, 8 月初旬に佐藤さんが
再入院されたことを奥様から知らされていたが, 自
宅では佐藤さんが退院後間もない体で無理な生活を
されていると聞いていたので, 病人管理の行き届い
た病院での療養生活の方が病人のためには良いだろ
うとの思いがあったからである. しかし,  この思い
は甘い判断だったようで, 今となってはお見舞いに
も伺わず, 葬儀にも参列できなかったことが悔まれ
てならない.
佐藤さんとは虫屋仲間として, 良き友として長年
にわたるお付き合いだった. そして,  この交際を通
して佐藤さんの行動力に富んだ積極性と, 細やかな
心遭いを感じさせる人柄から多くのことを教えられ
たように思っている. 学会や同好会の会合でお会い
するたびに, 国内外での採集談を楽しく聞かせてい
ただき, 時にはそれら採集品の一部を研究用にとご
恵与されることがたびたびだった.  これらの標本に
基づいて私は数編の学術論文を発表させていただい
たが,  このような佐藤さんの気配りは私ばかりでな
く, 多くの同好者に対しても同様で, 研究上に必要
な文献のコピーや標本を情し気もなく援助された.
また, 後進の人たちに対する指導・ 育成の面でも積
極的に行動され, その面倒見の良さには常に敬服さ
せられた. 佐藤さんの学術論文の中に, 私を含めて
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写真 2002 年4 月20 ll : 新'商'京F_プラザホテルにて

国内 ・ 国外を問わずさまざまな人たちとの共著論文
が多く見られることはこのことを如実に示してい
る.
生活面での佐藤さんは, 虫屋仲間では数少ない下
戸の一人だった. それにもかかわらず, 虫屋仲間の
想親のための酒席には必ず出席されて,  ご自身はア
ル コ ール抜きで 虫に関するさまざまな情報を同席
者に波g'各されるのが常だった.  しかし,  もはやその
佐藤さんの温顔に接することが, 心暖かくそして抱
容力豊かな話も聞くこともできなくなったことはf可
としても痛恨のきわみである. 今頃は三途の川でド
ロムシの採集を楽しまれておられるだろうか, それ
とも先に逝かれた黒沢良彦博士をはじめとする物故
甲虫屋仲間に迎えられて, 限やかな虫談に花を峡か
せているだろうか. そんな楽しく過ごしている天界
の佐藤さんの姿を想像しながら, 心からのご冥福を
祈り上げる.

(東京部町田市)

いつも温かかった佐藤先生の思い出

伊藤 昇

その知らせは突然にやってきました. 数日前に
佐々 治先生の訃報に接したばかりで, 相次ぐ訃報に
言集をなくしました. 今年3 月には大手術を克服さ
れましたが, その折にはお体に陣ってはいけないと
思い, お家のほうへお見舞いのお便りを差し上げま
したところ, すぐにお返事をいただきご回複の早さ
に驚きながら喜んだものです.  4 月下旬には早くも
リハビリも兼ねて活動を少しずつ開始しました.
手始めに,  別刷りをお送りします. ”  というお便り
を, たくさんの貴著別刷りとともにいただきまし
た. その1 力月ほど後に“台湾のゴミムシ同定のお
願いですが, いかがでしょうか” というメールをい
ただき,  これで本当にひと安心と思いつつお引き受
けいたしました. それからわずか2 カ月後の言ト報で
す. お元気な時は, 常に活動的で年に同度も海外に

出かけられ, いたって健康的な日常生活を送ってお
られただけに, なぜこんなに早く ?? という思いが
募るばかりです. 思えば, 3 年前にご退官記念論文
集が出たばかりです.
先生との本格的なお付き合いは, 10年ほど前に
私が採集してきた今までのゴミムシを見ませんか”
という先生からのお言葉で始まりました. 早速名古
屋女子大の研究室にお邪魔し, 標本を借りに上がり
ました. お忙しいにもかかわらず, 初めてお伺いす
る私のために標本のスクリーニングを終日お手伝い
いただき, 一日があっという間に過ぎました. 学生
さんと一緒に昼食に出かけた折には, ざっくばらん
に学生さんたちが先生に話しかける風最に, 温かく
て気さくな先生のお人柄が班えました. 相1著をお渡
しすると, 慌てながらたくさんの別刷りを取り出し
てくださいました. 私ごときの別刷りに対するその
お姿が, アマチュアにもプロにも分け隔てなく接し
ておられた先生の姿勢をよく表しているエピソード
でしょう. 結局先生のお部屋には3 度お伺いしまし

- 5 -
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写真 2002 if Japan Coleopterists' Meetingにて
左から一番日か佐藤先生

た. 以来何かと想意にしていただき, お礼の意味で,
“satoi” もいくつか記載いたしました.  少しですが,
ゴミムシの文献収集のお手伝いもさせていただきま
した. 先生はグループで中国へ出かけておられます
が, どういうわけか同行された方とは違う種を採集
しておられます. 中国ですから勝手に好きな場所へ
は行けないはずです. 同じ場所でも目の付けどころ
が連うのでしょうか. 独特の採集勘を持っておられ
たよ うです.

第 156 号 (2006 年12 月)

研究室にお邪魔した時の虫の歓談, 採集会や学会
での想親会一, いっもにこやかで穩やかなお人柄を
感じる先生のお顔が, 昨日のことのように浮かんで
きます. 先生は, 教職やご研究など多忙なご本業以
外に, 官庁から依頼された多くの仕事を抱えておら
れました. おそらくは, 頼まれると否とはおっしゃ
れない先生のお人柄がそうさせたものと思っており
ますが, 様々 なご負担が先生の寿命を縮めてしまっ
たのでしょうか.
先生との人としてのお付き合いが絶えてしまうこ
とは,  もちろん寂しい限りですが, 同じくらい残念
なのは, 最も熱心に取り組まれていた水生甲虫関係
分野で, 先生ほどの専門家が日本で不在になってし
まうことです.  日本以外のァジァ地域の研究はこれ
からですから, 先生のご逝去は,  日本のみならず世
界の甲虫界にとって大きな損失といわざるを得ませ
ん. 固より先生ご自身が最も研究の発展を願ってお
られたでしょうから, 道半ばでのご無念は計り知れ
ません.  もちろん先生のご偉業は水生甲虫研究にと
どまるものではないことは, 付け加えておきます.
先生のご厚意のお礼を申し上げたくても,  もうご
冥福をお祈りするしかないのが本当に残念でなりま
せん. 天国の通の池で, ゲンゴロウ採集を楽しまれ
ておられることを心より祈っております. 合掌

(兵庫県川西市)

佐藤先生と採集したセマルヒメ ドロムシ

中島 淳

佐藤先生とはじめてお会いしたのは2008 年7 月
でした. その前の年に, 私は偶然にも福岡県で九州
初記録のセマルヒメ ドロムシ 0nentetmis parυufa
を採集したのですが, その話を聞いてはるばる採集
に来られたのです. 採集場所に向かう車中, 佐藤先
生からは色々 なお話を伺いました. セマルヒメ ドロ
ムシがすでにタイプ産地から消えてしまったこと,
非常に謎の多いヒメドロムシであること, などその
他にも次から次へと水生甲虫に関する様々 なお話を
伺い, その情熱に圧倒されたのを覚えています.  さ
て, 肝心の採集のほうですが, 折からの雨続きの天
候の影響で川は大変增水しており, 川に降り立つの
も因難な状況でした.  これはやめたほうが良いので
は一そう思った瞬間, 佐藤先生はパッと河川数に飛
び降り, 採集をはじめてしまいました. 驚くと同時
に,  これは負けていられないと, 同行した皆で先生
のあとに続いて河川敷に飛び降りて採集を行ったの
を覚えています.  この時は, やはり增水の影響で採
集できず, 佐藤先生は大変残念そうでした.  ところ
が, 2003 年度の鞘翅学会大会は12 月に九州大学で
行われたため, 再び福岡に来られた佐藤先生は, 学
会終了後12 月の川にりベンジとばかり採集に向
かったのです. 私もお供として参加しました.  ここ

でも先生は率先して10℃ を切る冷たい水に網を入
れ, 今度は見事狙いの九州産セマルヒメ ドロムシを
多数採集されていました. 満面の笑みで, 良かった,
良かったと仰る佐藤先生をt手見して, 自分ももっと
もっと情熱を持って水生昆虫を採集しなくては, と
思いを新たにしたことを思い出します. 九州のセマ
ルヒメ ドロムシについては, その時の調査結果を
も とに, 佐藤先生により, 「Recent records of 0n -
entetmis partlula (Coleoptera, Elmidae) in Japan,
with a proposal for conservation」 という論文に
まとめられ, また共著として加えていただきまし
た. 私の中では非常に思い出深い, 忘れられない論
文となりました.
最後にお会いしたのは, 岡山での 学会でした
が, その後もいくつかのやりとりを行い, 多くのこ
とを教えていただきました. 佐藤先生が日本の水生
甲虫研究の分野で打ち立てた功績の数々 は大変偉大
なものであったと思います. 佐藤先生は, 海のもの
とも山のものともわからない若い学生であった自分
にも, 大変親切に様々なことを教えて下さいまし
た. 今後, その教えを無駄にしないためにも,  さら
に努力して何らかの形で水生甲虫の研究に関わって
いきたいと思っています. それが佐藤先生の一番喜
ばれることではないかと, 信じています. 謹んでご
冥福をお祈りいたします.

(九州大学大学院水産実験所)

- 6 -
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恩師 佐藤正孝先生

奥島雄一

その目は車月から外の仕事が入っており, 大林延夫
先生からの早朝のメールを読んだのは夕方近くに
なってからだった. 佐藤正孝先生の訃報を知らせる
内容であった. つい前の晩に上野俊一先生から油断
をゆるさないご容態であることを伺っていたので,
「もしや」 ということを考えずにはいられない心境
ではあったが,  まさか,  こんなにも早く逝ってしま
われるとは, 先生ご自身のこれからやりたいことが
まだまだあるご様子を伺っていただけに無念でなら
ない.
先生に初めてお目にかかったのは, 私が東京農大
に入学した年の鞘翅学会か甲虫談話会の席上であっ
た. 渡邊泰明先生が,  まだ標本を集めだしたばかり
の私を 「彼はジョウカイをやりたいって言ってるん
でよろしくお願いしますよ」 と先生に紹介してくだ
さった. 私が岡山の出身とわかると, 佐藤先生は,
「じゃあ, 通り道だから帰省の行き帰りに名占屋へ
寄りなさい」 と言ってくださった. 今, 思い起こせ
ば, 当時それほど強い思い入れはなかったものの,
採集でたまたまたくさん採れたジョウカイを研究
テーマとして選んだことが, その後, 長年にわたり
佐藤先生にご指導いただくきっかけとなった.
以来, 先生のお言棄にあまえ, 何かとささいな用
事を作っては大学の研究室へ, あるいはご自宅へお
邪魔した. 私のような全く駆け出しの学徒にも,  ご
所蔵の標本・ 文献等の研究資料を自由に利用するこ
とを許された. 共著での投稿をお願いしたジョウカ
イの論文は l3 編に上るが,  そのうち,  先生が第1
著者になられたのは初めての共著論文と先生の方か
ら研究をお話いいただいた2 編の計3 編のみで,  2
っ目の原稿についてご相談に伺った際に 「これから
は奥島& 佐藤で行きましょう」と著者の順番を自ら
修正された. それでいて, 別刷り代金はいっも全額

を負担された.
先生との共同研究で一番思い出に残っているの
は, 2001 年, 西表島でのべニジョウカイ Lycocerus
hiroshii (写真) の発見である (SAT0 &OKし'SHIMA,
2001, J. Jpn. syst. Ent., Matsuyama, 7: l l7-119).
当時, 私は上野俊一先生に激しくせかされて博士論
文の作成に没頭する目々 を送っていた. 2 月のある
日の夜遅くに佐藤先生からお電話をいただいた.
「今, 西表なんやけどもね, Lycocerusが採れた
よ.  真っ赤なやっ ! 」
それまで国内からは赤いジョウカイは知られてい
なかったので, その価値は私にも理解できたし,  ラ
イトトラップを終えてすぐに現地から電話してこら
れた先生の意気込みにも表れていた. 美しいものは
早く記載してしまおうということになり, 標本を受
け取ってから数日のうちに記載論文を完成させた.
ところが, それが上野先生の目に入って, 「君は今こ
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んなことをやっている場合じゃあないだろう. 佐藤
君には, 赤いジョウカイのことは奥島君には博士論
文が終わるまで黙っておくように伝えたはずだよ」
と少々 あきれ気味のお電話をいただいた. 一応, 佐
藤先生にご報告すると, いっものように明るく笑い
飛ばされた.
私の博士号授与が決まったとき, 結婚の挨拶も兼
ねて妻と二人でお伺いしたら, 寿美子夫人と一緒に
名古屋名物の手羽先料理で祝福してくださった. 寿
美子夫人が採集旅行にいっも同行されていると伺
い, ちょっとうらやましく思った. 決して長い時間
ではなかったものの, 最大の理解者である寿美子夫
人との生活や旅行は先生にとっても幸せな時間で
あったに違いない.
大学退職後も, 「まだまだいろいろ一緒にやりま
しょう」 と言って下さっていたし, 先生ご自身, 標
本箱を司見いては, 「あれもこれもやらないかん」と意
欲に満ちていらっしゃったのに, 病魔に倒れられた
ことは悔やまれる. 私にとって, せめてもの救いは
体調を崩される数か月前に印刷となった博士論文を
お日にかけることができ, また, 同年の本学会大会
で先生を職場へご案内できたことである. 佐藤先生
に教わったことは私のこれからの人生に最大限に生
かしたいと思うし, 多くの方々 に伝え引き継いでい
きたい. それが私にできる唯一の先生へのご恩返し
だろう. 佐藤先生, ありがと うございました.

(倉敷市立自然史博物館)
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ムコジマトラカミキリ

新里達也

私にとって, 佐藤正孝さんとの思い出はあまりに
多すぎて,  ここに何を書き記してよいのやら, 正直
わからないでいる.  いまだに佐藤さんの死に向かい
合うこともできず, 原稿の締め切りを2 週間も過ぎ
た今日になって, ようやく重い筆を取る気になっ
た. 錯綜する思い出のなか, いま鮮明に書き留めら
れるのは, 表題のムコジマトラカミキリのことくら
いだろうか. 以下は, 私が佐藤さんと最期に意見を
交わしていた語に基づいている.
ムコジマトラカミキリ Chtorophorus kusamai M.

SAT0は, 小笠原諸島北部の 島から採集された1
雄をもとに記載されたトラカミキリである. 種名の
kusamaiは故草間慶一博士に献名され, その追悼論
文として l999 年に公表された.
佐藤さんがカミキリの論文を:書かれるのは久しぶ
りで, 1982年に火山列島のミナミイオウトラカミ
キリC mmamiiω0 M. SAT0 et N. 0HBAYASHIを記
載して以来のことである. 何事にも守備範囲の広い
佐藤さんであるが, 小笠原諸島の甲虫類の分布拡散
と分化については,  とくに関心をおもちのようだっ
た.  この論文の目的も, たんに新種の記載というよ
りは, 父島・ 母島に分布の中心をもつクロトラカミ
キリ属Ch1or,ophorusの, 小 原諸島北部にある
島における種分化の様相について, 論議を起こすこ
とが狙いであったものと推察される.  このムコジマ
トラは, 父島と母島およびその属島に広く分布する
オガサワラキイロ ト ラカ ミキリ C kobayas加i
KoMIYAの代置種として, 同種との比較のもとに記
載されたのであった.
このムコジマトラが記載された翌年に, 私は神奈
川県博の苅部治紀君と共著で, 小笠原諸島のトラカ
ミキリに関する論文を書いている. そのきっかけ
は, 苅部君らの最近の調査で, 島をはじめ, 父島
と母島の各属島から多くのトラカミキリ類の標本が
もたらされ, そのなかにいくつかの新分布記録があ
ること, 今回追加個体が得られたムコジマトラの標
本をもとに, その再記載を行うことにあった. 上記
のようにムコジマトラはただ1 雄個体によって記
載命名されたのであるから, 多数の標本をもとに,
その種内変異を記載することの意義はけっして少な
く ない.
島から111部君らが採集したトラカミキリ類は,

このムコジマトラのほかに,  オガサワラトラカミキ
リ C born;nensis KANOが2 個体含まれており, 本
種は同島からの新分布として, 私たちの論文で記録
されることとなった.  ところが,  このオガサワラト
ラはかなり変わった個体で, 体は明1火褐色の徴毛を
もち, 黒色紋はかなり縮小傾向にある. たとえば,
上翅基部にある0字紋は, 退行して J字条になって
いる. それはちょうど同所的に見られるムコジマト

ー 8

第 l56 号 (2006 年12 月)

ラに収敏した変異のように見えるし, 同所的な両種
は一見すると非常によく似た顔つきをしている. 父
島および母島のオガサワラトラといえば, 基本的に
は体は赤みの強い微毛で種われ, 黒色紋はむしろ発
達することで知られている.
当時私たちが確認できたのは2 個体だけである
が, 比較検討のためにさらに追加個体が得られるな
らば,  この 島のオガサワラトラの集団はおそらく
種か亜種のレベルで, 基準産地のものとは区別がで
きる根拠も見出しえるのではないか. 論文を書き上
げる過程で, 期部君と私はそう相談し合っていたの
である.

)tli部君らによる小 原の調査はその後も継続さ
れ, 多くの小属島からも, かなりの数のトラカミキ
リ類がもたらされた. 島からは,  さらにオガサワ
ライカリモントラカミキリ Xytotrechus ogasaωarensts
MATSUSHITAが追加発見され, 同島には現在8 種の
トラカミキリの分布が知られている. 問題のオガサ
ヮラトラも, 個体数は非常に少ないながらも, 3 個
体が新たに追加され, その独特の変異は, ほぼ間違
いなくこの野島集団に固有のものであるとの確信を
もてるに至った.
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しかし, 私たちのさらなる探索は, 意外な展開と
結末を見せることになる.  ムコジマトラはオガサワ
ラキイロトラの代置種であることを佐藤さんが原記
載に書いていることは先に述べた. 実はこの記述を
言信したばかりに, 私たちは大きな勘連いをしてい
たことが判明したのである.
部君が, 小笠原諸島のクロトラカミキリ属の雄

交尾器を改めて検鏡しているうちに, 佐藤さんの原
記載の図は, 比較したオガサワラキイロトラではな
く, むしろオガサワラトラに非常に近いことに, 気
がっいたのである. 彼はもしゃと思い, 愛媛大学の
大林延夫さんに連絡をとり, ムコジマトラのホロタ
イプを取り寄せた. その結果は, はたしてご想像の
とおり.
私たちが新タクサとして記載しようと準備してい
た種が真のムコジマトラであり, すでに再記載して
いたものこそが, 未知の種であったのだ.  これはも
ちろん, 私たちの軽率な研究姿勢ゆえに招いた結果
であることはいうまでもない.  タイプ標本の調査さ
えしていれば,  このような混乱を生じなかったので
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ある.  ともあれこの新種は, ムコジマキイロトラカ
ミキリ C masatakai NIlsAT0 et KARUBEという名
前を付け, 今年の5 月に 部君と共著で発表した.
今年の6 月初めのことである. 名古屋のご自宅で
療養中の佐藤さんをお尋ねしたときに, 私はここに
記してきたようなことの, 一部始終をお話したの
だった. 話の流れをご理解された佐藤さんは,
ちょっと複雑な表情をされていたが, すぐに実顔に
戻り 「名前を付けてくださってどうもありがとう」
といい,  とても喜んでくださった.
ムコジマキイロトラはその命名を急ぐ理由があっ
たので, 短報の形で公表したのである. 日本産ヵミ
キリムシ図鑑の出版が迫っていて, それの期日まで
に, 新名を公表する必要があったからである.
しかし, はからずもこれが, 生前の佐藤正孝さん
に献名された最後の昆虫の名称となってしまった.
新種の命名がせめて間に合ったことだけでもと思
いながら, 虫が大好きだった先生へのご供養の言葉
としたい.

(東京都国分寺市)

佐藤正孝先生を假んで

川島逸郎

佐藤正孝先生が逝去された日, 最初の一報は岸本
年郎さん ((財)自然研) からで, その件名を見た途
端, 思考が途切れてしまった記t意しかありません.
先生のお名前は, 当然ながら幼少より存じ上げまし
た. 「昆虫の世界」 (保育社) は, 子供向け図鑑に未
掲載の虫ばかり, 当時の私には「難解」 に恩われた
ものです.  しかし後年, それを著された先生と接す
る好機を得, 想切なご指導まで頂こうとは, 夢想だ
にできないことでした. 自然に親しみっつ徒に手探
りのみを繰り返し, 大学の昆虫学研究室入室まで
「昆虫学」に触れることもほとんどなかった私の関
心も, 10台半ば過ぎからの「ﾜ青l合追い」の延長のま
ま. そればかりが思考の大半を占めっつホタルへも
視線を向けた後, やはり先生のご指導を仰ぐことは
不可欠との思いが強まり, 名,ii屋へ先生をお訪ねし
ました. 爾来, 何かとご高配や諸資料を国易り, 「私が
頂いて良いものか? 」 と思える貴重な標本を意与頂
くことも度々 でした. ある時, 先生の研究室で標本
や文献を調べながらの作業中, 限鏡を額に乗せ机の
中を控iき回していた先生が, 「おっ, これやこれ」と
独言のように呟き,  1 本の管瓶を取り出されます.
手渡されたその中に, 白く伸びた芋虫が, 液中でゆ
らりと倒れっつありました. それはヒケポタルSte-
nocladius ?成虫で, 採集・ 飼育共に難儀な虫です.
感動の余り無邪気に喜ぶ私に, 先生日く 「あげます
よ ! 」. 私が怪調な表情でも浮かべたか, 先生は「柔
らか過ぎが実は苦手で」 と白状され, 楽しげ? にニ
コリとされたお顔が今もありありと思い浮かびま
す. この日, 多くの学生・ 卒業生の方々 も在室され,

皆様の歓待に私は恐縮ばかり していま した. 先生が
「これが,  ミヤコマドポタルを調べたMさんで一」
と, 先ほどお茶を入れたりされていた方を唐突にご
紹介下さったのにも, 驚き入り絶t,1?!  したまま立
ち尽くし,  との情景も回想されます. 固めの甲虫が
( より) お好きな先生も, 戸棚から標本箱を引き出さ
れる傍ら, 興味津々 , 膀手に司見き見していた限り,
甲虫以外の虫もしばしば混じっていたようでした.
その度に私が「あ! 」 とか妙な合いの手を入れるの
で, 照れたような, 片やとても嬉しそうに「いやい
やこれは一」 等とのお応えが常, 結局虫は同でもお
好きなのですねと改めて思ったことです. 先生のご
論著の挿図作成をt f命した貴重な思い出としては,
岸本君が中国で発見, 先生と共著で記載・ 発表され
た洞窟性ヒメドロムシStnetmisがあります. 外見
上も余り機能的に見えないにせよ, 組造ながらも複
限は残っていましたが, つい地上の種の様に描写し
てしまったところ, 先生の 「も う一寸限を一」 と
いったご指示があり, 慌てて修正を施しました.  こ
うした際にも, いかにも生身の人間らしいお人柄が
億ばれ, 私は逆に嬉しさのような思いを抱いたもの
です. 先生にとって印象深い種の一つであ ったの

か, 台湾の機関への標本寄賠に当たっての特別展に
際し, ポスターをはじめ様々 なグッズにも本図があ
しらわれており, 改めてお礼の書簡とともにこれら
品々 をご恵送下さいました.  ご逝去のほんの一週間
程前にも, 標本貸与のご要望, 今後のご研究の展望
にっき直々 のご連絡があり, 今見返すにっけ, 先生
の飽くなき情熱は, 同ら衰えることなく保たれてい
たと確信いたします. 最後に日易った先生書きかけの
いくつかの原稿は, 今となっては, 私に後目を託さ
れた課題と恩えてなりません. 誠に不肖であったと
は私自身否めませんが, いっか必ず完成させること
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がご恩にお報いする一つの義務と, 改めて心に期す
る次第です. そのお人柄に触れ, また色々 ご教導下
さった時間の短さがどうにも悔やまれてならず, い
まだ居た堪れぬ心境に陥りますが,  こうして華を進
めてゆくにつれ, 思い出はそれなりに次々 脳要に
甦つて参ります. これらを綴ることは私にとって,
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良き思い出を留め置きたいとの心情とは表裏の, 誠
に寂しく, かつ哀しい作業でしかありません. 今は
まだ, 私自身の心中のみにそっと折り数きっつ, 先
生のご要福を深くお祈り中し上げます.

(神奈川県横須賀市)

佐藤先生の思い出

斉藤明子

佐藤先生とはこの十数年, あちこちと採集にご一
緒させていただきました. 国内だけではなく,  ロシ
ア, ベトナム, 中国と, どれも楽しかった調査の様
子が思い出されます. いっの調査でも, 思い出され
るのは長靴に吸虫管をくわえ, せかせかと採集され
ている先生の様子です.  きっと, 佐藤先生と採集に
行かれた方は,  どなたもがその姿を思い出されるこ
とで し ょ う.
調査にご一緒して, 佐藤先生から学ばせていただ
いた大きなことのひとつは, 「虫は, 採れる時に採っ
ておかなければならない」 ということでしょうか.
印象に残っているエピソードは, ベトナムの片田舎
の町に泊まったときのことです. 泊まった宿は田舎
町に似合わない真っ白な建物で, 宿のベランダでラ
イトをつけて夜間採集をしました.  この日は小さな
虫がたくさん集まり, 佐藤先生は最初のうちは吸虫
管で虫を吸っていましたが, そのうち器で, 幕に付
いた虫から床に落ちている虫まで, ベランダ中の虫
を集め出しました. その後どうやってドクビンに入
れたのかは記憶にないのですが, おそらく, ちり取
りに入った物をすべて持ち帰られたのではないかと
思います. 持ち帰った後の膨大な作業のことを考え
ると,  この採集法は躊購してしまいますが,  もしこ
の時採らなかったら, その虫は二度と採集すること
ができなかったにちがいありません.
このように, 佐藤先生と調査にご一緒して, 先生
の姿を;tli見しているだけで, 調査に出掛けたら自分
の専門の分類群だけではなく何でも採れるときに採
らなければならない,  ということを教えていただき
ました. 資料を集める使命を持つ博物館に動める私
にとって,  とても大切なことを与えていただいたと
思います.
国内の採集でもいろいろな思い出があります. 北
海道では毎日,  「午後の紅茶」 をがぶがぶと飲んで
らっしゃいましたね. あんなに甘い飲み物をたくさ
ん飲んではいけませんね. それから利尻島へ行くの
に間違えて礼文行きの船に乗ってしまい, 礼文の港

写真 l995 年5 月9 日」ヒベトナム Tam Duongの'fiiにて

でわざわざ待っていてくれた利尻行きの船に, 大の
大人が4 人, 大荷物を担いで走って船を乗り換えま
したね. いっの調査の様子も, 思い出すと佐藤先生
の笑顔が見えます. 先生, ありがとうございました.
ご冥福をお祈りいたします.

(千葉県立中央博物館)
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佐藤正孝先生を偲んで

吉富博之

先生の葬儀に向かった日, 名古屋到着が夜中に
なってしまい市内のビジネスホテルで l 泊した.
チェックインする際に部屋番号を見ると 「641」.
「緑起がいいですねえ」, 佐藤先生ならそう言うだろ
う.
先生は, 構やかで春のような方だった. にこやか
で楽しい人であった. 頼みごとを断れない性格で
あった. 本当に虫が好きで, 虫屋の中の虫屋であっ
た. 天才肌ではなく, 努力の人であった. 出される
論文数が多く, 雑な一面もあったが, 論文を出すの

に費やす時間と'w  力は並大抵ではなかった.  体を壊
され入院するのに際し, 自分の体がかなりキッイだ
ろうにもかかわらず, 気になっている昆虫に関する
文献や書きかけの原稿を東にして病室に持ち込んだ
という. そんな性格が先生の寿命を短く されたの
だったら残念で仕方ない.
先生は晩年,  ご自身で「重要な箱」 というものを
作られていた. 記載しなければならない新種のう
ち, どうしても自分が記載したいものや凄い発見の
ものを, 印籠箱2 つに整理されていた. その箱には
分類群に関係なく標本が入れられていた. ケ ンゴロ
ウ, ガムシ,  ヒメドロムシ, アカハネムシ, オオハ
ナノミー一, いっも凌い虫で一杯であった. 論文が
作成されてその箱の一角が空くと, また別の虫が
入ってきてしまうのである. お亡くなりになる前も
その箱は虫で一杯であった. 先生の無念さを考える
と残念で仕方ない.
お亡くなりになる直前に手がけていた論文の l
っに,  ミクロネシアのイソジョウカイモドキLaius
属の論文があった. 体調を崩されてからも気にされ
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ていた. それはお世話になった友人へ献名した種の
記誠論文だったが, それとともに未解明な東南アジ
アのLaius属研究の一連の入りL]として考えられ
ていた. ほかにも作成途中の論文が多数あった. 甲
虫の多様性に酔い溺れていらっしゃった.
採集に行かれることも大変好きであった. 採集に
出ると寸暇を惜しんで様々 な虫を採る. 晩年は, 体
をきっそうにされることもあったが, 採集に行かれ
ると少年のように生き生きとされていた.
命をまっとうされた佐藤先生. そのバイタリティ
と壮絶な生き方は, 後輩の限にどのように映ったの
であろうか. 幸せな人生をまっとうされたと私には
思える.
極楽浄土の浄土浜は, 白砂の浜が広がり, 空と海
はどこまでも澄んで青い. 磯はあるだろうか? 砂
浜はど/しな感じなのだろうか? 先生の好きな海浜
性のイソジョウカイモドキやハンミョウを天国でも
追いかけておられることを心からお祈りする.

( ( 株) 環境指標生物)

佐藤先生と 「図説 日本のゲンゴロウ」

森 正人

私と故北山昭氏が日本産のゲンゴロ ウ全種の整理
を始めた l980年台後半は,  佐藤正孝先生は日本の
水生甲虫に関する指導的な立場にあり, 各地からの
情報や標本が先生のもとに多く集まっていました.
当然, 私も佐藤先生にいろいろと教わることが多
く , ゲンゴロウの図鑑を作るにあたって, 最も頼り
にしていた存在でした. 一方で, 佐藤先生と故中根
i v彦氏との摘筆が昆虫誌上でも大きく表面化し,  ゲ
ンゴロゥ類の学名や分類に関する両先生の意見の違
いをわれわれとしてはどのように整理すれば良いの
か, 悩ましくそして大きい問題を抱えていました.
紆余曲折がありましたが, 結局われわれは学名や
分類に関しての相談を両先生方には一切せず, 自分
たちで納得できる表記を二人で考えることにしまし
た. しかし, どうしても必要な文献や標本類の借用

は先生方にお願いするといった, 今考えると大変身
勝手で厚かましい行動をしていたことになります.
「図説 日本のケ ンゴロウ」 の初版原稿ができあ
がった l992 年の暮れに,  私と北山氏は名:i屋 子

- l i -
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大の佐藤先生の部屋を訪問し, 原稿ができた旨の報
告とお礼を言いに行きました. 正直, 佐藤先生の考
え方に対して大変失礼な部分もあったはずですが,
思い切って掲載種のリストも見ていただきました.
佐藤先生はそのことについては一切触れず, 「お二
人で考えて決められたことが重要です」 と大変喜ん
でいただき, 大変ほっとしたのと同時に, 先生の
「懐の深さ」といったものを強く感じていました. そ
の後, 図鑑の出版記念の席にも出席していただき,
席上でお祝いの挨拶もしていただきました.
佐藤先生との最初で最後の採集は, ある寒い冬の
日の姫路市内にある公共施設の井戸端でした. もち
ろん目的は, 井戸ポンプでの地下性ゲンゴロウで
す. f可時間もかかって井戸の水を汲み上げ, やっと
1 頭のメクラゲンゴロウを得ることができました.

第156 号 (2006 年 12 月 )

先生は本種の採集は初めてとのことで, まるで子ど
ものように喜ばれたことをよく憶えています.  この
個体はもちろん先生が持ち帰られ, 大学の机の引き
出しの中でしばらく飼育され, そして時々 取り出し
ては眺めていたそうです. そのときに先生が撮影さ
れたメクラケ' ンゴロウの生態写真 (本邦初公開とご
自慢でした) を先生には無許可ですが皆さんに見て
いただきたいと思います.
大変なお世話になりながら, 何のお返しもできな
いままなのが残念でなりません. 虫の師を持たない
私にとって, 佐藤先生は唯一師的な存在でした. 先
生を失った空虚さは理めようがありませんが, 先生
の懷の深さや子供のような純真さは決して忘れるこ
とはありません. 心よりご冥福をお祈りします.

(.更1套ll目,西宮市)

佐藤先生の思い出

高橋和弘

佐藤先生は, 多方面の分野でご活躍されたが, 私
が専門とするジョウカイポン科においても, 大きな
足跡を残されている.  日本のジョウカイポン分野の
大黒柱でもあった先生を失ったということは,  この
分野で何でも相談できる人を失ったということでも
あり, その影響は計り知れないものがある.
先生との思い出の中で, 今でも鮮明に覚えている
のは,  1990年4 月7 日に初めて先生の研究室にお
邪魔した時のことで, ちょうど年度初めの忙しい時
期であったが, 先生は会議が終わったばかりという
のに快く対応していただき, 希望した文献等は, 助
手の方がすぐにコピーしていただいた. その時訪ね
た理由は, 神奈川昆虫談話会においてジョウカイに
関する発表が日前に迫っており, いくつか確認した
いことがあったからである. それらの疑問は, その
訪問でたちどころに解消し, その後の私の研究を進
める上でも大きな一歩となった.  この一例でもわか
ることは, 先生の後進の研究者に対する優しさであ
る. 先生に一度でも接した方はよく ご承知のとお

り,  まだ, 海の物とも山の物ともわからない私に対
しても, 一人前の研究者として扱っていただいた.
文献のコピーや標本の貸し出しなど, 数々 のご便宜
を図っていたことは, その後の私の研究のバック
ボーンとなり, 先生の支援がなければ, 私の研究は
ほとんど成立しなかったといっても過言でないほど
である.
昨年の暮,  まだ先生が元気であった頃, たまたま
お会いした際に,  沖縄のAsiopodabrusを調べてい
るという話をしたところ, 今年の2 月になってたく
さんの標本をお送りいただいた. その際にいただい
たメールにこれから入院すると,  さらっと書かれて
いた. それがあの大手術であったことを後で知り,
そのような状況の中で体に負担をかけながら, 標本
をお送りいただくというご迷惑をおかけしたことを
後で後悔したものである. 手術後はびっくりするく
らいの回複であるという状況を聞いていたし,  メー
ルなどもいただいていたので, 安心していたのだ
が, お目にかかる機会もないままの実然の言ト報は,
本当に残念としかいいようがない. 今自分にできる
ことは, お かりしている標本を l 日も早くまと
め, 先生の墓前に報告するしかないと考えている.

(神奈川県平塚市)
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0シギゾウムシ2種の分布記録と寄主植物の推定
1. イチハシシギソ' ウムシ CI ub'o lc加'has加'i

MoRIMoT0, 1962
本種は, 三重県鈴鹿市産の l 雌に基づき記載さ
れ, 最近, 鈴鹿市内で再発見されたこと (市橋, 官
能, 私信) と, 三重県以外では, 和歌山県から記録
があるのみの (的場,  1999), 極めて珍しいシキ'ソ
ウムシの1 種である.
最近, 既知の分布域からは隔たった, 広島県厳島
産の本種標本を検する機会があったので, 分布上興
味深いためここに記録しておく.  また, 分布を確認
する目的もかね同島を訪れたところ, 紅棄谷渓谷沿
いの標高400~500 m付近で, グロパイSymp1ocos
1)runifiotia などの花を訪れていた本種を数例観察し
たこともあわせて記録しておく .

2c,?, 広島県厳島, 25.VI 2003, 中山裕人採集; 9
exs., 4. V 2005, 小島観察.
本種の寄主植物については, 鈴鹿市長沢町の長瀬
神社にて再発見された際,  サカキCteyera japomca
やァオキAucuba jaontcaなどからまとまった個体
が得られたとのことだが, 寄主を確認するには至っ
ていない. 2005 年5 月21~22 目, 著者は, 当地を
訪れる機会があり, 叩き網による林床付近の調査を
行うとともに,  フォギング法による林冠の調査を
行った. その結果, 林床付近の低木層の調査では,
わずか2 個体の成虫が確認されたに過ぎなかった
が, 樹高l5~20 m近いイヌシデCarpinustschono-
skiiやタブノキMachilus thunbergiiの高木層とサ
カキの亜高木層で構成される林冠の調査では,  計9
頭の本種が採集された.
本種は,  シキ' ソ ウムシ属CurcMhoの中では小形
で, 一見,  チビシギソ' ウムシ属Archanus (= a i-

anobius) の仲間を思わせる体形を呈するが, 系統的
にはァイノシギソウムシCurcuh'oa加o(KON0) に近
いと考えられる (森本,  1984).  本種と近緑なァイ
ノシキ'ソウムシが, ハンノキなどカバノキ科を利用
していることから, 上記調査でイヌシデ, タブノキ,
サカキのうち, 同じカバノキ科であるイヌシデから
本種が得られた可能性がある. 今後,  イヌシデを含
むカパノキ科の調査が本種の寄主植物を探索する上
で手がかりになると考えている.
2. シ ロ テ ン シキ' ゾ ウ ム シ C rcui ioyoshieae

NoTsu, 1978
本種は長崎市産の1 雄に基づいて記載され, これ
まで福岡県'示像市城山および浮羽郡田主丸, 長崎県
大村市, 佐賀県鹿島市, 奈良県奈良公園から採集さ
れているだけで (森本, 2001), 生態的知見等が
まったく得られていない極めて珍しいシギソウムシ
である.
最近, 和歌山県,1,座川町の北海道大学研究林内
で, フォギング法を用いたイチイガシ Quercus
gtiυa の調査で本種成虫が得られたので, 成虫の加
害樹種あるいは寄主植物の可能性もありここに記録
しておく .
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1 f 4 ・  和歌山県 ,:l ,座川町北海道大学研究林
(N33°40' , E l35°40' ), 3. V 2006, 一鮪ﾒ採集(  フォ
ギング ).
周辺のックバネガシQ. sessltifiotia, ウラジロガシ

Q. saticina, ツブラジイCastanopsis cuspidataも同
様に調査したが, 本種はそれらのサンプル中には見
られなかった.  また,  この時期,  イチイガシ業要に
はタマパチの虫えいが存在し, 本種の発生時期も加
味する と,  ミ ヤマシギソ ウムシ C koreattus
(HELLER, 1927) のようなえい食者の可能性もある.
イチイガシは, 社寺林以外ではあまり見かけない
樹種であることと, 樹高が高くなることなどがこれ
まで本種ソウムシを見つけにくくしていた要因では
ないかと推測している. 今後, 春先のイチイガシに
注意することで, 本種の生態解明につながる発見が
得られる可能性が高い.
最後に,  イチハシシギソ'ウムシを含む貴重なソウ
ムシ類のコレクションを寄賠]1言いた九州大学比較社
会文化研究院の中山裕人博士, 鈴鹿市での調査にご
協力いただいた生川展行氏, および官能健次氏ら三
重昆虫談話会の方々 , 九州大学の平野聖氏, 和歌山
での調査に協力いただいた的場 績氏, 土谷賢太郎
氏, 北海適大学和歌山研究林の野田真人林長はじめ
職員の方々 に厚くお礼中し上げる. なお, 本調査は,
科学研究費補助金( l6770067) の助成を受けて行わ
れた.

引用文献

的場 紙 l 999. 和歌山 l ;ｮ  ソウ �シ科 ll録 . 和歌山. 1-
自然t専物館館報, ( l 7): 29-51.

森本 t t, 1984. ・ノウムシ科. 原色L1本甲!1.図鑑, IV (体
l : 1、、, 無本 jj1, 木元新作 ' ): 269-345. 保f l社.

森本 it, 2001.  シロテンシキ'ソウムシ. 福l岡県の希少野
生生物 福岡f,l レッ ドテー タ ブッ ク 2001: 393.

( fL州大学総合研究博物館,  小島弘昭)

0沖提諸島渡名喜島の4 月の力ミキリ採集品
沖縄県渡名喜島は慶良間諸島座間味島の北西約

20 kmに位置する小さな島である.  ここでのカミ
キリムシの記録状態を調べていないが, 調査される
機会はきわめて少ないだろうと思われるので, わず
か4 種ではあるが以下に報告しておきたい. 採集
データはすべて2006 年4 月21 日, 青木淳一採集
(神奈川県立生命の星・ 地球博物館収蔵) である.
ゥスアヤカミキリ沖縄諸島亜種 Bumetopia oscit-

ans Okinaωana HAYASHI l 頭.
ァトモンチビカミキリ沖縄諸島亜種Sybra bacu1-

ma Omor0 HAYASHI 1 頭.
ァヤモンチビカミキリ沖縄諸島亜種Sybra ordin-

ata t00chooana BREUNING 3 頭.
ワモ ンサビカ ミ キリ Ptero1ophia (.,?fy1obrotus)

annutata (CHEVROLAT) 1 頭.
末尾ながら, 発表を快諾された横浜国立大学名誉
教授の青木淳一博士にお礼を中し上げる.

(神奈川県立生命の星・ 地球博物館, 高桑正敏)
- 13 -
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オキナワエンマコガネ伊平屋島の記録
オキナワェンマコガネ0nthoPhagtis itot NoMし'RA
は沖 島と久米島に分布するが, 11者は伊平屋島で
採集しているので報告する.

4。d'', 6 , 沖縄県島ifi郡伊平屋島腰岳, 2. VII.
2003, 田中 構採集.
腰岳から前原ダムに抜ける遊歩適にかけたさなぎ
粉を入れたコップに落ちていた.

引用文献

河l l'1,1 V-ほか,  2005.  ll  本 l装コカ  ネ �シ l:科図説 . 第
f t装 f t, i-ll !i、文献,、本脚.

(兵庫県西宮市,  田中 稔)

0東京都のキノ コムシダマシ類の採集記録
キノコムシダマシ類は山地の 木やキノコに集ま
る甲虫類であるが採集例が少なく,  東京部からの報
告もほとんど見られないようである.
筆者は東京部から 6 種の本科甲虫を採集してい
るので記録しておきたい.

1. クロコキノコムシダマシ Pisenus rufitarsis
(REITTER)

3 頭, 青悔市御岳山, 6. VII i 996;2 頭, 「與多 町
三頭山, 29. VII i995.

2. アカバコキノコムシダマシ Pi senus in-
sigms (REITTER)

2 頭, 八王子市高尾山, l 8. VII 2004;2 頭,  高梅
市御 ii-・山, 25, VI 2005; 1 頭, 恰原村大岳山, 3. VI.
l 989; 1 頭, 奥多1111町一頭山, 4. VII i992.

3. マダラキノコムシダマシ Abstrulia ja1)oni-
ca (MI YATAKE)

4 頭, 八王子市陣馬山, 19. IX 2006;3 頭, 青梅市
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御岳山,  l9. X. l980; 多数,  奥多摩町倉戸山,  25.
IX 2006.

4. ルリ キ ノ コム シダマ シ Tetratoma saka-
g gc加z  NAKAN

4 頭, 多摩町權ノ木山, 25. IX 2006.
5. キムネキノ コムシダマシ Tetratoma nobu-

ch ii NAKANE
l 頭, 檜原付生藤山,  l 5.V. l 982.
6. モンキナガクチキムシ Penthejapana MAR-

SEU L

1 頭, 八 i子市高尾山, 29. VI 2003;2 頭, 青梅市
御岳山,  16. VII i994; 1 頭,  同市鍋割山,  25.VI.
2005; l 頭, 原村大岳山, 3.VL1989; l 頭, 奥多
摩町海沢, 25. VI 2005;2 頭, 同町三頭山, 29. VII.
19 95.

( 東京都世田谷区, 沢田和宏)

0西表島におけるヒラズゲンセイの記録
ヒ ラ ズケ' ンセ イ Ciss ites cot)ha1otes (0LIvIER,

1795) は本州 (近般以西) からff、球列島, 台湾, 東南
ァジァにかけて分布し, 幼虫がクマハチ属の果に寄
生することが知られている. 琉球列島内での分布は
徳之島, 沖縄本島, ;「itli島から知られ (東, 2002),
西表島からの記録はないようである. -筆者は, 最近
同島で採集された本種を検する機会を得たので報告
しておき たい.

1( '', 西表島大原 (竹富町南風見), 2. IV 2006, 飯
島真耶採集 (筆者保管 ).
朝方, 自 i庭先のチガヤ上に静止していたとのこ
とである.  これまで国内で知られている本種の発生
時期 (5~8 月) と比べると早い記録となる.
また, 本種の八重Ill諸島での寄主の記録はない
が,  この地域に分布するァカアシセジロクマパチ

Xy1ocopa albinotum MATSし'Mし'RAの果に寄生する
可能性が高い. 末 _ながら置重な標本を提供いただ
いた同島在中の飯島真El「1さんにお礼中し上げる.

引用文献

東 ,' _ i修, 2002. Hit求列島産i t l I録. x xi、・ + 570 pp.
1中 '

生物''1': 会.
( 九州大学総合研究t専物館, 小島弘昭)

0伊豆大島におけるオオクヒシゲコメツキの記録
オオクシヒケ'コメツキ 「efngl‘su eω1s t CANDeZE
は, 北海道から九州, そして東南アジアに広く分布
することが知られている大型の種である. 伊豆諸島
からは,  これまでに神津島, = i島, 御蔵や大島か
ら記録があったが, 大島からの記録はなかった.
筆者らは, 伊 諸島大島において本種を得ること
ができたので,  ここに記録しておきたい.
本種はよく灯火に集まるが, 採集した個体も道路
脇にあった水銀灯に飛来したものである.

1 ｽ,  伊豆諸島大島泉津,  17-18.  VII I 2006
(東京都世田谷区, 鈴木 亙;
東京部多f事_市, 小林邦彦)
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C0LEOPTERISTS' NEWS

仙人と佐多

= 枝豊平

福井大学名誉教授, 佐々 治寛之氏は, 今年 (2006
年) 7 月31 目午後4 時すぎに逝去された. 享年71
歳であった. 革i装ll学会からの依頼により, 半世紀に
及ぶ彼との交流の -端をつづってみたい.
長崎東高の神重といわれた神谷寛之, 後の佐々冶
寛之は大学に入ると仙人に変わって酒飲みだった.
当時 jL州大学は教養課程が福岡市六本松の第一 分校
と久留米市小森野の第二分校に分かれていた. 昭和
30年に第二分校に入学した私は, その秋, 両分校が
統一一 されて, 六本松に移ってから以降ずっと昆虫学
教室で共に虫の研究を続けることになった. 優しく
親切な先輩だった. 我f s、で生意気な1  年後輩の私を
いっも鷹揚に扱ってくれた. 今でも, 学生時代に彼
が私に話しかけてくれる時の面影や話ぶりが浮か/し
でくる. テントウムシに限らず他人が注目しない
Cucujuoideaなどに熱心だった.  タマムシも好き
で, それは i筆だった「筑紫の是虫」 などでは「多

i子」のペンネームに表れている.
私が3 年の初夏に突然, 鹿児島県の佐多岬に二人
で採集にいくことになった. 山川の駅で降りて, 丸
木舟に近いような渡しでトビウオの飛期を楽しみな
がら大隈半島の大泊にわたった. 田尻の集落につい
て, 知り合った学校の先生のお宅に泊めていただい
た_

No. l 56 (Dec 2006)

翌日, 人一 人がなんとか通れるほどの細い山適を
二人で山甲へ向った. 道は所々 で隆のような危険な急
斜面をとおっていた. 今の観光地の佐多a甲から想像
できない “亜熱帯” の自然に感激しつつ, 出甲の灯台
守の小屋まで, ホウロクイチゴの葉の上でコンドウ
シロミノガのミノムシや, モンクロキシタバを採集
しながら進んだ. 山甲の手前には古ぼけた社が一つ原
始林の中に建っていた. 私は一人でここに泊まって
アセチレンランプで夜間採集をすることにした. 彼
は再び同じ道を田尻の先生のお宅まで帰ることにし
て, 明目朝ここで落ち合うことにした.
夜, 原生林に囲まれた社の周囲では怪鳥の羽音が
響き, モノノケの気配が漂う中を耐えて, 朝を迎え
た. 朝 にはコッペパンでもかじったのだろう, 約
束した時間まで周囲で採集した. 時間がかなり過ぎ
ても彼は現れない. 少しばかり心配になった.  しか
し, 昼になっても現れない. 虫採集にきたのだか
ら来ないはずはない. 一本道である.  これはてっき
りタ方, 産のあの細い道から転落したに違いないと
思った. 心配とあせる気持ちで採集を中止し, 彼を
探しに田尻方面に山道を戻った.  しばらく進むと,
違く向こうから人影が見える. 叩き網など見えるの
で虫屋だ. ああ, 無事だったんだと, 安心もしたが,
どう して昼過ぎになってしまったのかと思った. 彼
は, 「すまん, すまん. 夕べはあれから先生と明け方
まで焼西fを飲んでいてすっかり酔っ払ってしまっ
て, 出発するのが遅くなってね」.
虫学教室には大概午後に現れた.  これも大概酒

図 1. t ;: 神谷'し?之,  f-: : t li '"'平,  IL州大字i t' f部て1958 'l-.tfi : 2. ''f:部4 年l fi, 岡市部外の山; 3. l l 本i i !i、学会
1L州支部大会(1957 年12 月) ,j) j ,, 前列左より :人l l江崎t・?1 _先生; 4. 3 o) -部を拡大.  本人中央.
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のためだった. 教室には今からすれば大変性能の悪
い実体顕微鏡が数台あった. 彼が教室に現れる時刻
には早く来た者が使っていた.  しかし, 遅くまで頑
張って, 空いた顕微鏡で多くの優れた研究をされて
いた. 夕方, 理学部食堂で夕食を済ませて, 教室横
でバドミントンをするのか常だった.  もともと足が
ちょっと悪かった. それを差し引いてもお世辞にも
運動神経がいいとは言えなかったが, 良くがんばつ

第 156 号 (2006 年 12 月 )

ていた. =,道で転倒したのも, 酒のなせる結果だっ
たかもしれない. 決して長い人生ではなかったが,
テントウムシの総説,  ナミテントウやヒメカメノコ
テントウの種の問題など多くの優れた研究を残して
いった.  もっと長生きしてほしかったが,  これが仙
人の生き方だった. 感謝の気持ちを込めてご9福を
祈る. 仙人いろいろありがとうさんでした.

(福岡市南区)

0埼玉. ｧにおけるセスジダルマガ �シの記
Ochthebius inermis SHARP, l884 セスジダルマガ
ムシは吉富ら (2000) の概説によれば, セスジダル
マガムシの仲間としては 0. hasegaωalハセガワダ
ルマガムシとともに比較的記録の多い種であるが,
その生息地は局所的であるようだ. 筆者らのうち岩
田は埼玉県内の水生甲虫類を調査した際に, 同県下
から未記録であった本種を確認したので, 生息環境
等とともに報告する.

8頭, 埼玉県小鹿野町飯田, 赤平川 (標高約850
m), 28. v 2006, 岩田泰幸採集, 筆者ら保管 (図).
今回本種が得られたのは, 県下でも水生生物相が
豊かなことで知られる清流, 赤平川支流の河川效に
できた小さな水溜りである.  この水底の砂利を手で

l 6

かき混ぜた際にLaccobtus bedeti シジミ ガムシ等と
ともに本種が浮き上がってきた.  この採集状況から
見て,  この場所では水底の小石と小石の間に身を隠
しながら生活しているものと推察する.  また, 同地
ではハセガワダルマガムシも採集しているが,  こち
らは河川の流れの中に孤立した石上に見られ, 個体
数も極めて多く, 石の隙間や割れ目などにかたまっ
ている姿をごく簡単に観察することができた. 採集
中にこれら2 種が同時に得られることはなかった
ことから, 微環境の好みの違いにより棲み分けてい
るものと判断する.
埼玉県のダルマガムシ類についてはこれまで4
種記録されており,  この科の種で県下から初めて報
告された ydfaena npanaホソダルマガムシは小
鹿野町のこの l 例 (大熊・ 黒澤, 1995) 以後は全く
得られていない.  その後 JAcH & DIAz (1999) は,
吉富博之氏がffi能市から採集した個体を基に Hyd-
raenayoshitomiiヨシトミダルマガムシを新種記載
した. これらの情報を含め, 豊田(2000) が県下の記
録を整理し, さらにハセガワダルマガムシと 0.
nakanei ナカネダルマカムシを県内各所の標本によ
り追加した. 本種はこれに続き県下5 種目となる.
近隣の都県ではこれらのほかに 0. jlapomcis ホン
シュウセスジダルマガムシや 0. satot コセスジダル
マガムシが記録されており, 今後埼玉県からも記録
される可能性が高いと言える.

引用文献

JAcH. M. A. & J. A. DIAz, l999. Description of two new
species of Hydraena Kし'GELA、'N from Honshu, Japan,
with a check l ist of the Japanese species (Coleo-
ptera, Hydraenidae). Jpn. J. syst. Ent., 5:337-340.

大熊光治・ . ﾆ1事與四郎,  l995.  小鹿野町自然環境調 f l報 '
,l'. 小鹿野町の自然(I). pp 71-107.
田l -. _, 2000. 崎11県のダルマガムシ類について. 寄せ
記, (94): 2835-2837.

i富博之・ 松j t-英司・ 佐藤光--- ・ 田直,Z., 2000.  H本'事_
セスジダルマガムシ属概説.  中虫ニュース, ( l30): 5-
11.

(東京農業大学,  岩田泰幸)
(埼玉県嵐山町,  新井浩= )
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小宮義 先生の突然の他界

高桑正敏

ハム シ科甲虫の研究者である小宮義f章先生が亡く
なられたのは2006 年8 月1 日. それから2 カ月以
上も過ぎ, 季節も移り変わってしまったというの
に, 私にはいまだにその実感がない. 長期の海外調
査の多い方だったせいか, そのうち忘れた頃に電話
がかかってくるような, そんな気にとらわれてしま
う. 8 月26 目の東京学士会館での「小宮先生を送る
会」で, 『小宮先生が亡くなられたなんて, 私はとて
も信じられません.  こうしていま, 小宮先生の写真
の前で, 小宮先生と親しかった方々 が集まっている
のも, 何かおかしな を見ているようです. 」と述べ
たが, その気持ちのままなのである.

2005 年の春に群馬大学医学部を定年退官され,
『さあ, これからはサンデー毎日だ. 毎日が虫三昧だ
よ,  どうだいいだろう ! どこだって一緒に行って
あげるよ. 」  と,  心から嬉しそうな顔が忘れられな
い.  じっさいその後,  ラオスからタイ, 沖縄, 北海
適へと長期の採集に出かけられ, 2006 年もスマト
ラ, タイ, 奄美諸島へと精力的に採集してこられた.
「採集できるうちに採集しておかなくつちゃ ! 」力'
信条だったし, 『でもね一え, さすがにお金がなくな
るね. 仕方ないから大学の識師を引き受けたけれ
ど, 春から夏はダメだと言って秋からにしてもらっ
たんだ. 」 とあくまでも採集を優先されていた.
亡くなられたのは, そんなお話をされていた矢先
であった. 8 月1 日のその日の晩, むし社の猪又敏
男氏から電話があった. 「小宮先生力i亡くなったっ
て.  ゥソじゃないよ ! 木附君から電話するように
額まれたんだ. なんでも今目, 一緒に行って心臓麻
痺を起こしたらしい. 」と. 家内にその電話を告げた
ものの, とうてい信じられなくて2 人そろって呆然
としていた. お酒を飲んで, 小宮先生を思い出しな
がら現実を理解しようとしたが, 亡くなられたなん
てどう しても受け入れられなかった.
小宮先生とはこの数年間,  タイ各地の採集旅行で
ご一緒してきた.  スイー ピングしてから道端に座り
込み, 吸虫管をくわえネットの中の甲虫を l つ残ら
ず採集するのがいっものスタイルであった. ふだん
は60 cm口径の藤粋をつけた短い苹しか持ってお
られず, 数メートルも上にハムシの食l良を見つける
と, 『ね一え, あの木をすくってみてよ.」 と頼まれ
たものである.  ッュクサ類は多種の小型トビハムシ
類が寄主とするとのこと, 『こればつかしは人にも
らえないから, たくさん自分で採らないとね.」 と,
朝早くから丹念にッュクサ辞落を見ていってそれこ
そ数百頭も採集され, 『こんなに採ると, 後で標本に
するのが大変だけど, でも採れちゃうんだよね. 」 と
苦笑いをされていた.  テントウムシに似た超大型ト
ビハムシの寄主樹木を発見されたときは,  これで本
当にトビハムシなの? という問いかけに, 成虫を
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図1.  ありし uの小宮義f章It生.  適路端に座り込み,
l吸!11行をくオー)えてネ・, ト内のfil l'を採集するの
かい )もo)スタイル.  ラオスにて, 200511-・5
月2211.
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図 2.  通,fliの 1, トホシニセマルトビハムシ.  前社?に

て, 2006 ' l'. 81] 20 11.

実つついてピョコッと短く跳ぶ姿を見せ, 『ほら, ト
ビハムシでしょ. 体が重すぎて下手だけど. 」と教え
てくれたりもした.  もちろん, 美麗な大型種もお好
きで, モモブトオオハムシ類を発見されては大変に
喜ばれていた.
当然のことながら,  ネクイハムシ類も大好きで,
ちょうど20年前に一緒に「ネクイハムシ研究会」
を創設したことがある. 大阪の野fiiし湖昆虫グループ
が地道に調査研究された結果を「アトラス 日本の

ネクイハムシ」 として集大成されたのに刺激を受
け, 関東でもがんばらなくてはいけない,  というの
がきっかけであった. 小宮先生の情熱というか, 巧
みな話術に誘い込まれて久保田正秀氏と 3 人で立
ち上げたのである.  この結果として関東地方から新
種アカガネネクイハムシの発見へとつながる. その
研究会も4 年後には休会状態となり, そのままに
至っていたが, 小宮先生が毎日サンデーになったの
で, そろそろ再開しようじゃないかと誘われていた
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ときでもあった.
「ネクイハムシ研究会」の最大の狙いはキイロネ
クイハムシ再発見だったが, 今に至るまでも・ Jのま
まであり, 関係者間ではすでに絶滅してしまったと
考えられている.  ところが2004 年になって北海適
から同属の日本未記録種キタキイロネクイハムシが
採集され (堀, 2006,  月刊むし, (422): 10-12),
2006 年はそれをぜひ再発見しようと意気込まれ,
私に採集許可を取るように依頼された. その調査は
8 月8~9 日にハムシ研究者の松沢春雄さんと北海
道開拓記念館の堀さんらで行われることになってい
たので, 直前に調査の結果を知らずして急逝されて
しまったことになる.  さぞかし心残りであったこと
であろう.
心残りはそればかりではなかった. 運命の8 月1
日に奥多摩に行かれたのは,  ヒメノキシノブという
シダ植物から珍品トホシニセマルトビハムシが採集
されたとの連絡を前日に受けてのことであり, 無情
にもその場所のすぐ手前まで行かれながら, 採集は
叶えられなかったからである.  ところが, なんと信
じられないことが起きた. 私はそのすぐ後で, 同備
の苅部治紀氏の協力もあって箱根から本種を発見
し, 寄主がヒメノキシノブであることを確認する偶
然に恵まれたのである. 小宮先生がこのような連命
でなければ, 私が本種を探すこともなかったはずで
ある. そこに小宮先生のお導きがあったと考えざる
を得ない (高桑 ・ 苅部, 2006, 月刊むし, (429):17-
l 8)
ところで, 思い出してみようとするのだが, 小宮
先生といっ頃からお付き合いをさせていただいてき
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たのか, よくわからない. 東京のご自宅へ伺った最
初が1980年であり,  このときにタイ北部で採集さ
れたタイベニポシカ ミキリとともに, たく さんのオ
ビハナノミ類の標本を頂戴した. 当時は, オビハナ
ノミ類の採集法は一般には知られていなかったか
ら, その数の多さに仰天し, 採集上手の先生に敬意
を表して? 「悪魔だ ! 」 と言ったことがある.  とこ
ろが, その言葉が妙に気に入られたらしい. その後
も同かあると, 実いを抑えながら 「ポクは悪魔だか
ら」 と言うのが口癖だったからである. たとえば,
小宮先生はきわめて博識なうえに話術もすばらし
く , ディベ一 トするといっも私が負かされてしまう
ので, 仲間内では私の天敵として知られていた.  と
ころがどういう風の吹き回しか, 最近は私が言い勝
っ場面も出てきた. すると 「どうせポクは悪魔だか
ら ! 」 とすねるのが常であった. そんな小宮先生に
もう会えないのは, 本当にさびしい.
思い起こしてみれば, 小宮先生からは虫について
ばかりでなく,  ご専門の医学にかかわることから海
外の果物や食文化など, いろいろな知識を授けてい
ただいた. まったくお酒が飲めない方だったが,  こ
ちらが酔っ払っても嫌な顔をせず, 一緒になって場
を盛り上げてくださった. あまりに博識でありまじ
めな方だったので近寄りがたい雰囲気が漂っていた
が, 年齢が10も離れてなかったことでもあり,
ちょっと怖い大兄貴分といった感じでもあった.  と
ても楽しく親しくお付き合いしてくださったことに
心から感謝を申し上げ,  ご冥福をお祈りいたした
い.

( 神奈川県立生命の星・ 地球博物館)

小宮義 先生との思い出

目下部良康

小宮先生が東大医学部脳研究施設におられた頃,
私はここから最も離れた 学部に在籍し, 第二の学
生時代を過ごしていました. 農学部のある弥生キャ
ンパスと本郷キャンバスの間には道路が走り, その
上に歩道橋が架かっていました. 誰が言い始めたか
知りませ/しが, 学生の間で「ドー バ一海峡」 と呼ば
れていました.  3 時前後のティータイムになると,
ときどき先生から内線電話でお茶のお話いをいただ
き,  この海峡を越えて先生の研究室にたびたびお邪
魔させていただきました. 研究室の壁にネクイハム
シの写真が貼ってあり, 「いいでしょ ! 」 とニコニコ
されながらおっしゃっていたことを思い出します.
カ ミキリと同じく らいハムシも大好きだったので,
想う存分, 気兼ねなく虫の話ができる楽しみなひと
時で, 私にとってこの頃のことが先生との一番の思
い出です.
現在, 私は毎年ミャンマーでの昆虫調査を行って
いますが, ハムシは天候, 場所に関係なく, 種数,
個体数の多い少ないは別にして,  どこでも同かしら

は採集できます.  ジャングルを移動中のとてもしん
どい時でも先生の喜ばれる顔を思い出すと見つけた
ハムシを見て見ない振りはできず,  こまめに採集
し, 先生に提供しておりました. 「そのうち,  ミャン
マーにも行きたいから案内をしてね」 ともおっ
しゃっていま した.
私がむし社で働くようになってから, 先生は「サ
ンデー毎日」の生活を満喫しておられ, むし社にも
ちょこちょこ遊びに来られました. お昼少し前に来
られ, 編集部の中村裕之さんと昼食, そして食後の
お茶までご馳走になり, 楽しい虫の話を聞かせてい
ただきました. 7 月末に, むし社に来られたとき
「来週, また来ますね. 今年のミャンマーのハムシま
とめておいてね一」 と言って帰られましたが,  まさ
か, それが先生とのお別れになってしまうなんて思
いも考えもしませんでした. 今でも先生がニコニコ
されながら 「やあ ! 」 と言って, むし社に来られそ
うな気がしてなりません. 私のような者にも先生は
優しく接して下さいました. 先生のニコニコされた
実顔を生涯, 忘れることはないでしょう.
先生のご冥福を心からお祈り中し上げます. そし
て, 小宮先生, ありがとうございました.

( ( 有 ) むし社 )
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小宮さんとの出会いと別れ

新里達 也

小宮義難さんと初めてお会い したのは, 台湾埔里
の東京旅社という虫屋御用達の安ホテルである.  も
うかれこれ30年も昔に通る.  当時,  私は大学生で
あったが,  授業をさぼって1 年のうちの2~3 カ月
の期間を, 台湾でカミキリムシの採集に明け暮れて
いた. 小宮さんは, すでに東京大学医学部でお忙し
くされていたはずであるが, 時間のやりくりをしな
がら頻繁に台湾に通っておられたようであった. 私
は小宮さんとたびたび埔里でお会いし, 山にもよく
一緒に出かけたものである.
私はいまカ ミキリムシが専門ということになって
いるが, 20代の前半の一時期はハムシにだいぶの
めり込んでいて, 標本も少しばかり溜め込み,  文献
も集めていたことがある. 当時, 周囲には凄腕の力
ミキリ屋がたくさんいたから, 私はたぶんいじけて
いたのだろう. そのために, 人のあまりやらない虫
に逃げ込もうとしていただけなのかもしれない.  し
かしそのきっかけは, 小宮さんと過ごした台湾の
日 が々あってのことだと思う. 私は5 年くらいの
間, せっせとハムシを集めていたが, 結局はなにも
研究らしきものを成し送げず, その後, 標本はすべ
て小宮さんに差し上げてしまった.  もっともその代
わりに,  ちゃっかり台湾やニューギニアのカミキリ
ムシの標本をいただいた. なかでも台湾の標本は,
全コレクションを頂1111.してしまったが, そのぶん責
任を強く感じたのだろうか, 私の迷いは一瞬にして
消し飛んだのである. あれ以降,  カミキリムシ以外
には, 脇目も振らずに, 今日に至っている.
群馬大学に赴任されてからは, 大学の公務がお忙
しかったようで, 甲虫関係の会合で小宮さんのお顔
をt f見する機会はなかった.  しかしこの3 年くらい
は, 神楽坂の私の会社にたびたび来られるように
なっていた. それは, 当社に在職するハムシ仲間の
滝沢春雄さんとハムシ談義をするためである. 退官
後の口癖であった “サンデー毎日”のおかげであろ
う. ハムシの話をするために,  ご自宅の向丘から,
上り下りのきつい坂を越えながら, 歩いて来られる
こともたびたびあった.
小宮さんとは不思議な縁がある. そのような再会
が契機となって, 「ラオスに一緒に採集に行きま
しょう」 という話になり, 一昨年の晩秋に, 故佐藤
正孝さんのご夫妻とともに,  ラオスの中部のラクサ
オに, 10日ほどの短期間だったが, 採集に同行させ
ていただいた. 東インドシナの晩秋はひどく乾操し
ていて, 新芽に集まるハムシにはあまり良い時期で
はない.  当然ながら, 採集成果はあまり芳しくな
かったけれど, 軽口の掛け合いと実いの絶えない,
すこぶる楽しい旅行であった. 思えば小宮さんと採
集に出かけたのは, 台湾以来の四半世紀ぶりのこと
であった.
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退官後の小宮さんは, ハムシの分類学的研究にも
精力的に取り組まれていた. 私がェリトラ誌の編集
幹事をしていることで, 論文の出版に関しても,  し
ばしば相談に来られることが多かった. 原稿を書き
上げると, 投稿前にはいらして, 「おかしな所がない
か読んでみてよ」 といって草稿を置いていかれる.
私にしてみれば大先生であるから, あまり多くを中
し上げるのも恐縮なのだが, それでもいくつか疑問
点を指摘すると, 丁寧に修正を加えた改。f稿を2 目
と待たずにもってこられた.
今年の7 月末のときも同じであった. 小宮さんは

2 つの論文を仕上げて,  いっものように私の所へ持
参された. 手持ちの機材では標本写真があまりきれ
いに撮れないということなので, 論文に使う写真は
私のほうで撮影することにした. また, 雄交尾器の
図をパソコンの描画ソフトで描かれていたのだが,
描線がひどく乱れていた. ついでのこともあり,  こ
れも私が直しましょうと中し出た.
小宮さんが, 来週初めはたぶん採集に行くので,
週半ばには撮影用の標本を持参すると言われたの
で, 帰り際に私はいっものような軽口でこう中し上
げた.
「あまり採集ばかり行っていないで, ちゃんと日
本のハムシを全部片づけてから, お墓には人ってく
ださいね」
数日後, 小宮さんから論文の内容に関わるやや長
文の返信メールがきたが, その最後のところにはこ
う書かれていた.
「先週お邪魔したときに, 帰り際に貴兄に言われ
た言葉が, 心に一番しみました」
そして,  これが小宮さんと私の最後のやりとりと
なった. その翌日,  日原の稲付岩に出かけた小宮さ
んは,  トホシニセマルトビハムシを探索中に急逝さ
れてしまったのである. 私は, いまさらながら自分
の無神経さに腹が立つやら悲しいやらで, やりきれ
ない気持ちがいまも続いている.
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小宮さんがi・された2 つの論文はそのまま造稿
となり, テキストは完全ながら, 絵や写真は未完成
のままに手元に残された. 私は, 滝沢さん と相談し
て,  ご遺族にお願いして,  コレクションのなかの標
本探索をさせていただき, 論文と照らし合わせなが
ら, 基準標本群ほか必要な標本写真の撮影を済ませ
た.  雄交尾器の描画は10点弱あったが,  これはす
べて清書し直すほかはないと判断し, 私自身の手で
作描することにした.
私の勝手な思いこみにすぎないのかもしれない
が,  この遺稿には故人の魂が乗り移っているような
気がしてならない. 論文改稿の作業をしている間は
ずっと, 故人の情念が私に伝わってくるようで, 非
常につらいものがあった. 夜半に作業をしている
と, 隣に小宮さんが座っているような錯覚に襲われ
たこともある. だから, 10月半ばにようやく入稿原
稿を仕上げたときには, 責任を果たした安堵感とと
もに, ようやく小宮さんにお別れを言えたという思
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いであっ た.
この2 つの遺稿は,  リュウキュウクビポソハムシ
属の沖永良部島からの l 新種の記載および台湾の
Pseudotiprus属と近縁群の再検討という内容のも
ので,  この年末に, それぞれェリトラ誌と日本 虫
分類学会誌に掲載済みである.
小宮さんとは本当に不思議な縁である. 出会いの
ときも別れのときも, 私の心の真ん中にどすんと大
きな置き土産を残していった. 出会いのときは私の
将来の研究目標であったことを後に気づかされた
が, お別れのそれは何であったのか. 胞くなき虫に
対する情熱なのか. 若手虫屋に開かれた寛容なまな
ざしであったのか. いや, それほど難しい話ではな
いのかもしれない.
実は, 小宮さんからいただいた最後のメールは,
このように締めく くられていたのである.
「虫屋は虫を採っているときが一番ハッピーです」

(東京部国分寺市)

譲詞あるいは患痴 一小宮義 氏によせて一

滝沢春雄

振り返れば長い年月のようにも思えるが, 甲虫談
話会が発足した60年代の末に上野の科学博物館で
お会いしたのが最初だったように思う. 同か新島の
ハムシの話を伺ったような覚えはあるが, 確かでは
ない. 80年代からはインドの標本をお借りしたり
で, 数年に一度くらいはお会いしたように思う. 野
外では00年にオゼタデハムシ類を採りに新潟の八
荷峠に出かけたのが唯一の採集行であった. あれや
これやで,  この30年に10回くらいはお会いした
であろうか.
この淡い付合いが一変したのは, 貴方も私も東京
に戻ったこの2 年ばかりのことであった. 互いに標
本の造り取りが增え, ついには私が木曜サロンにひ
きだされ, 月に2, 3 回は会うようになり, 奄美大島
あるいは西ジャワと二人で旅行する羽目になってい
た.
女良にいわせれば「何か怪しげなお宅のあっまり」
である木曜サロンではよく話をした. 時に木附氏を
交えて, 三浦半島でとれた正体不明のヒゲナガハム
シとか, 違軽のスミイロアラメオオハムシとか,  タ
イの力タビロハムシとか,  ともかく, ハムシの話が
楽しくてならない.  この二年あまりを寸刻を惜しむ
ように採集に明け暮れたのは何故だろうか. 大学で
は入試の責任者でもあり, 採集にもでられず, 虫を
眺める暇もなかったとでもいうのでしょうか. 昔,
あなたが外国をふらふらと採集していた頃に, 何を
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していると, あれほどの自由が利く のかと不思議
で, 貴方の業績を検索して眺めたこともあったのを
知らないでしょう.  ともかく, 人並み以上に虫を楽
しんできて, その上にこの溢れでるような2 年間.
木附氏, 南氏, 富岡氏, 井上氏, 磯野氏それに稲
泉氏と, 関東地方のハムシ屋をあっめてのサロン
乗っ取り計画, ホームページを立ち上げて「日本の
ハムシ」以降の追加種を解説すること, 月刊の昆虫
誌に面白げなハムシの記事を途切れないように載せ
ること, 最初の企画は貴方の「琉球のヒラタカメノ
コハムシ属」 だったでしょう.  さらに人の尻を叩い
てハムシの報文をかかせること,  もちろん, 自分の
材料を論文に処理していくことも. それもこれも,
安心して若手に後を引き継ぐことが狙いでしたよ
ね.
離島狂いの果てに琉球のノミハムシの検討, オゼ
タデハムシ群の検討, 東南アジアのリュウキュウク
ビポソトビハムシ属の検討, 懸案だったタイの力タ
ビロハムシの検討と山のようにプランはあったで
しょう. 採集は面白いし, 未知の問題を解決するの
も楽しい.  しかし, 判った結果を論文にするのはた
だの作業で面白くもない. そんな暇があれば, 体が
動くうちは採集をしていたかったというのですか.
馬鹿をいうなよ.  この2 年間を採集に明け基れ
て, するはずだった仕事をみんなほうりだして逝つ
てしまうとは. 貴方がいなくてはサロンも時に退屈
だ.

( 埼玉県速田市)
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小宮先生を假ぶ

大桃定洋

23 年も以前に, 自宅近く (阿見町実殺) で採集し
た1 頭のハムシを小宮義障先生に同定して頂いた
ことがあった.  スケ'ハムシであったが同時に,  スゲ
ハムシを含むネクイハムシ類の表日本 (東海~束北
地方の太平洋側) からの記録はほとんどない,  との
コメントを頂いた. すなわち, 『ネクイハムシ類の分
布空白域』 とのことであり,  このコメントが今日の
飛躍的に発展したネクイハムシ研究の原点であっ
た. つまり, 小宮先生は東京を中心とする東日本に
おける 『ネクイハムシ熱」 を流行させた張本人で
あった.  その翌年1984 年の6 月上旬, 筆者は筑波
山の湿地でスケ'ハムシ以外に2 種のネクイハムシ
を採集し,  これらは小宮先生によってンヤネクイお
よびォオネクイ ( ミズクサネクイ) と同定された.
しかも,  オオネクイは原亜種や越後亜種 (subsp
bahai) とは明確に区別しうる特異な個体群である
とのコッメントも頂いた.  このオオネクイの発見に
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刺激され, 2 週間後の6 月 l7 日には小宮先生を茨
城県北部の花園山地・ 亀谷地湿原へ案内し, 何とク
ロガネネクイやヒラタネクイを含む 5 種のネクイ
ハムシの接息を確認してしまった.  この結果は早速
に「月刊むし l68 号」に報告され, 関東地方におけ
るネクイハムシ研究の幕開けとなった.
このネクイハムシの話は多くのムシの話の一例に
すぎないが, たった1 頭の普通種に関する情報が如
何に重要かを情熱を持って丁寧に説明され, それが
大きく展開するように指導された小宮先生の達観し
た姿勢には感服させられ, 少しでも見習うように努
力している. そして, ムシの話の合間合間に熊し出
される人生観には小宮先生の資性もさることなが
ら, 教示されることが多かった.
最近の5~6 年は毎年, 気心の知れた仲間たちと

1 過間程のタイ国への採集旅行を愉しんできたがそ
れも今年 (2006 年) で終わってしまった. 今は旅行
の間の愉しかった会話や貴重なムシに関するコメン
トなどを思い出している.

( 茨城県稲数郡)

小宮義 先生との思い出

南 雅之

「前略 お手紙t f見いたしました. お元気の御様
子で何よりです. 多くのムシヤさんが羽化に失敗し
てしまう時期をどうやらのりこえた御様子で目出度
いかぎりです. 」  就職, 結婚などでムシヤの世界か
ら離れていく方がいるなかで, 社会人6 年目の私が
ハムシに関するお願いの手紙をお送りしたところ,
このような書き出しで始まるお手紙をくださいまし
た.  まったく虫とは縁のない仕事を選びながら今で
もハムシ屋を続けているのは, 小宮先生からこのよ
うな励ましのお言棄をいただいたからかもしれませ
ん.
小宮義璋先生とお話をさせていただくようになっ
たのは, l984 年私が東京農業大学へ入学すると同
時に昆虫学研究室に入室し, 甲虫談話会の例会に参
加するようになった頃だったと思います. その翌年
ネクイハムシ研究会が発足, l985 年 l l 月に神奈川
県立博物館 ( その当時自然史部門も横浜にあった)
で発足会が開催され, 小宮先生が“日本のネクイハ
ムシ類の問題点について という講演をしてくださ
いました. それまで数種類しか採集したことがない
私にとっては知らなかったことばかりで, 興密しな
がら聞かせていただきました. 先生はハムシ科甲虫
のなかでもネクイハムシには特にご関心を持ってお
られ,  その後の研究でアカガネネクイハムシ Don-
acta hirtihumeral is, セラネクイハムシ Donacia
akiyamaiを記載されています.
群馬大学を退官された2004 年春以降は小宮先生
に誘っていただき, 関東周辺の採集に何度かご一緒

させていただきました. lu怒川河川效でョッポシア
カッッハムシCoptocephata onentalisを, 富士山の
林道でッマキクロツツハムシ Cryptocephatus diff-
ormisを採集したときのことは今でもtit明に覚えて
います. 東京都あきるの市にホソネクイハムシ
Donaciat,ulgarisを採りに行く際もお供させていた
だき, 月刊むしに短報として連名で書かせていただ
いたのは昨年 (2005 年) のことでした.
小宮先生の採集法は,  ネットの底が一杯になるま
でスイー ピングをされ, 腰を下ろしてゆっく りと
ネットの中身を司見きながら吸虫管で吸うスタイル
で, 「最近目が速くなって, タトウに並べてはじめて
珍しい種類を採集したことに気が付くことがあるん
だよ」 と吸虫管でハムシを吸いながらそうお話しさ
れたお姿を思い出します.  また, そうお話しされて
いる先生の脇を子供が興味深そうに通ると, 実顔で
声をかけておられました.  ほんとうにやさしいお気
持ちを持った先生だなと思うとともに, 教育者とし
ての一面を見せていただいたような気がします.
小宮先生は自分で実際に採集することをとても大
切にされる方でした. それゆえ食草も含めた生態に
関する知識をたくさんお持ちで, 興味深いお話をい
ろいろ聞かせていただきました. 退官後は, 体が元
気なうちにとおっしゃられ, 北海道・ 沖縄・ ラオス
など国内外へ精力的に行かれていました. 亡くなら
れる前の年 (2005 年) には対馬へ採集に行かれ, 自
家用車で島内中を巡り, 記録の少ないッシマヘリビ
ロトゲトケ ( トゲハムシ) Platypria me11i を多数見
っけられ, 食草も確認してこられました. 「林道沿い
に生えている l 本の木だけに付いていて, 飛翔して
いる姿はとてもハムシには思えないよ」 と帰京後の
お電話でお聞かせいただいたときは, 今すぐにでも
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対馬に行きたい気持ちになったのを覚えています.
年に数回しか採集に行かないできの悪いハムシ屋
ですが,  これからもっともっとハムシの話を先生と
させていただけると思っていただけに, 小宮先生の
言ト報は私にとって大変ショックなことでした. いま

第156 号 (2006 年 l2 月)

までご指導いただきましたことに感謝し,  ご冥福を
お祈り中し上げるとともに, 先生が目指しておられ
た日本のハムシ相の解明にハムシ屋のひとりとして
少しでも力になれればと思っております.

(武蔵野市)

0キバナガヒラタゴミムシの採集例
Onychotabis sinensis nakaneiキバナガヒラタコ'
ミムシは,  中国四川省の個体により BATES (1873)
が記破した 0nychotabis sinensisの目本亜種とし
て, KAsAHARA (1986) によりf、i沢産等の個体を基
に記載された.  これまで知られる本亜種の産地は決
して多いものではなく, 神奈川県では県のレッド
データブックにおいて絶減危t具のランクに指定され
ている.
静岡県内の河川沿いにおいて, 夜間に街灯まわり
をしていたときに採集したヒラタゴミムシ類の中
に, 本種が含まれていたが, 知見の少ない種である
のでここに記録しておくことにする.

l f , 1997. v 31, 静岡県静岡市金山,  筆者採集保
管 (図).

、 一 ・ t . - .

採集時には外見が一見 Platynus leucopus タンゴ
ヒラタゴミムシに似ていることから特に気にもして
いなかったのだが, 最近標本を整理していた際に気
がっいたものである. 金山の “道の駅” に向かう手
前で安倍川を渡る橋の快において採集している.

引用文献

BATE, H. W.. 1873. Descr iptions of no、、' gene「a and Spe-
cies of  geodephagous  Coleoptera,  from China.
Trans ent. Soc. Lend., Part II, l 873: 323-334.

KAsAHARA, S.. 1989.Occurrence of OnyCholabiS(Coleo-
ptera, Carabidae) in Japan. Spec. Buff. Jpn. Soc.
Coteopterot.. Tokyo, (2): 75-80.

(埼 f県嵐山町,  新井浩二)

0岡山県から採集された Micropeptus hi romasai
Y. WATANABE et Y. SHIBATA
セスジチビハネカクシ属(Micropeplus) は本誌

45 号においてそれまでの日本産既知種6 種の概説
がなされ (渡辺,  1979), その後2 新種 (WATA-
NABE. 1990; WATANABE, 2004) が追加されて現在目
本産本属は8 種が知られている.

2005 年,  岡山県においてFITによる甲虫調査を
行ったところ,  岡山県未記録のM 加romasai を採
集することができたので報告する.

1 F,  岡山県高梁市備中町平川金平国有林,  27
V ~4-VI-2005, 筆者採集.

lc,''', 岡山県高梁市備中町平川金平国育林, 4~8-
V I- 2005, 筆者採集.

l ・  岡山県奈義町那岐山,  1~8-VI-2005,  筆者
採集.
本種は九州と北海道から知られていたが ( 渡辺,

l979), 近年本州の島根県隠岐 (WATANABE and
SHIMADA, 2005) と長野県大町市針ノ木谷 (降競,
2005) からも採集されている.
末筆ながら, 同定の労をとっていただくとともに
文献をご恵送いただいた渡辺泰明博士に厚く御礼中
し上げる.  なお, 標本は渡辺博士が保管している.

引用文献

降藏岡1随, 2005. 長野県のハネカクシ資料着T- (II). まつむ
し, (94): l6- l9.

渡辺 明,  1979.  チピハネカクシ‘亜科(Micropeplinae) 概
説.  甲虫ニュース,  (45): l-8.

WATAsABE, Y., l990. A new Mic「0pep luS (ColeOPte「a,
Staphylinidae) from the Island of Oki. 、vest Japan.
Proc. Jpn. Soc. Syst. Zoo1.. (42):37-41.

Wo、TA、'ABE, Y., 2004. A remarkable new species of the
genusMtcropeplus(Coleoptera, Staphylinidae) from
Hokkaido, northern Japan. Elytra,32:79-84.

WATAs'ABE, Y and Shimada. T.. 2005. New record of
Micropeplus hiromasai (Coleoptera, Staphylinidae)
from the Island of Doge of the Oki Islands. Japan.
Elytra 33:602.

(岡山県岡山市,  鈴木 茂)

22 -



C0LEOPTERISTS' NEWS

0ホソアシチビシデムシの分布, 生息場所, 食性に
ついて
はじめに

ホ ソ ア シ チ ビ シ テ ム シ C oiet'odes enmfars is
PoRTEvlN, 1928 は,  日本特産の1 属 l 種のチビシ
デムシである (写真 l ). 近年の知見によれば, 生息
環境力、チビシデムシとしては特殊で, 生態にも不明
な点が多いためか採集例か少ない.  したがって,  そ
の分布状態についても,  十分解明されているとは言
い難い.

写真1.   ホソアシチビシテ ムシ

筆者らは, 本種について数例の分布知見を得るこ
とができ, また, 平野幸彦氏より未発表の採集デー
タを御教示戴いた. そこで, 従来の分布知見と併せ
産地を総覧し, 同時に生息場所と食性について考察
した.
本稿をまとめるにあたり, 平野幸彦氏 (小田原
市), 西川正明氏 (海老名市) には有益なご助言を戴
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き, 文献入手に便宣を図っていただいた. 林 青彦
氏 (川西市)  には同定の労を員易った.  また,  田中
馨氏 (宇部市), 渡辺昭彦氏 (倉数市) には貴重な標
本を恵与いただいた. 上記の方々 に, 厚く御礼中し
上げる.
確認された生息地
(1)  東京部高尾山: E. GALiotsか採集した2 に

基づいて PoRTEv1N (1928) により新属新種とし
て記載された.

(2)  神奈川県清川付丹沢山望平, 1,100m: (平野,
1993) ; (N IsHIKAWA, 1994).
ブナの樹皮下及び樹洞内から採集され, 本種の特
異な生息場所が明らかとなった.
(3)  神奈川県津久井町大室山: (平野, 1998).
(4)  神奈川県補根町大浦谷: (平野, l996); many

e x s ., 5. v In 2000, 平野幸彦採集.
(5) 神奈川県西丹沢三国峠:  12exs., 14. IX 2003,
平野幸彦採集; 神奈川県西丹沢三国山: many
exs., 14. IX 2003, 平野幸彦採集.

(6)  群馬県沼田市玉原: lex.,12.IX 2002, 平野幸
彦採集.

(7)  山梨県富士山青木ヶ原: 1 ex., 10. Vm. 1997,
露木繁雄採集 ( 平野保管) .

(8)  山梨県甲府市大書産嶺上日川峠,  l,550m: l9,
4. Vm 2006, 渡辺昭彦 (藤谷保管).
ブナの樹洞より採集. 樹洞内は少し湿っている程
度,  同時にオサシデムシ Peiat加os stnatiPenms 2
exs. を採集した.
(9)  三重県一志郡美杉付平倉 (現・ 津市), 800 m:

4 exs., 10. vI. 1995, 秋田膀己採集 (林靖彦同
定).
ヒメシャラ生木の根際に開口した樹洞底に, 水分
が多く泥状になった腐植物が堆積しており, それを
i`  き出したところ,  本種が見出された
(10)  奈良県上北山村大台ケ原,  1,500m: 1♀, l5.

vIII. 1995, 秋田勝己採集 (藤谷保管).
採集状況は詳らかでないが, 当日はヒケ'ブトハナ
カミキリを採集するため, 広葉樹樹洞内部を探して
いた.  この個体も樹洞内部から採集した可能性が高
い.
(l l)  岡山県西栗倉村若杉峠, 1,100 m: (山地,

2006).
採集状況は詳らかでないが採集者の記t意からブナ
の立木樹皮下から採集された可能性が高い.
(12)  岡山県真庭市蒜山下徳山, 750m:4(,?( ',8 ,

30. VII 2006, 藤谷美文採集.
大山, c山スカイライン沿いのブナ・  ミズナラ林
内. 生息が確認できたブナの樹洞 (写真2) は, 上部
からl:l:i水がしみこみ, 洞内が常にかなり湿っている
状態であった (写真3). 同時に多数のオサシデムシ
やキクイサビソ ウムシの一種 enpeus sp. が採集
された. 生息地周辺にある比較的乾燥している樹洞
からは, 本種を見いだすことはできなかった.
(13)  山口県錦町右谷山 (現・ 岩国市), 600~
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写真2. 'l;.1.1.?) ff ''fてきたブナ ) t対l同

写真3.  崩1同内部

1,000 m: (藤谷・ 田中, 2006).
採集状況は詳らかでないが, 採集者の記・l意から樹
皮下より採集された可能性が高い.
(14)  宮崎県霧島山境御池付近, 400 m: (riJ井,

1984).
記載以来平一世紀ぶりに再発見された記録である.
州では唯一の記録と思われる. 他の生息地に比べ
採集された標高がかなり低いのは興味深い.
確認された生息地については図 l に示した. 現在
知られている本種の生息地は群馬県を北限とする本
州及び)L州の一部であるが, 本種の生息場所を考慮
すれば, より広範囲に分布しているものと思われ
る.

第 l 56号 (2006年 l 2月 )

図1.   ホ 'ノアシチビシテ'ムシの分布

生息場所および食性について
本種の主要な生息場所は, 温帯落葉広葉樹林の生
木樹洞内部および樹皮下であると考えられる.  この
ことは, すでに平野( l993) とNIsHIKAwA(1994) が
指摘している. 通常は, 広葉樹のそれを好むようで
あるが, 今回平野氏より針集樹生木の湿った樹皮下
からも見出された旨ご教示いただいた.
本種が生息する樹洞内部は, 極めて湿潤であった
し, 樹皮下からの採集例の多くも湿潤な腐朽部が表
面に露出した部分からである. 以上のことから判断
すれば, 本種は樹木の湿潤な腐朽部に好んで生息す
る種のようである.
チビシデムシ亜科甲虫には, 小型哺乳類の果穴に
生息する種が知られているが, 我々 の経験の範囲で
は, 本種が生息する樹洞には哺乳類が利用している
痕跡は無かった.  したがってNIsHIKAwA (1994) が
自説を訂正したように, 本種は腐t i木接と思われ
る.
多くのチビシデムシは陸生貝類や節足動物などの
死骸を主な食物としていると考えられている. 藤谷
の観察では, 本種が多く生息する樹洞内にはカマド
ウマやヤスデなどの多くの節足動物が生息してお
り, 本種はそれらの生物の死 を主な食物として,
樹洞内に生息している可能性があると思われた.  し
かし, 秋田の観察では, そのような節足動物は発見
されていないことから, 本種の食性は, 他の多くの
種と同様であるかは明確でない. 一方, チビシデム
シには腐植物を食物としている種が知られている.
生木樹幹の細い割れ目 (腐朽部) での多くの発見例
(平野, 未発表) があることから, 腐植食あるいは狭
義のタマキノコムシ科甲虫と同様に, 食菌性の可能
性も考えられる.
広 樹樹洞内部や生木の割れ目結死部と言えば,
ヒラヤマコブハナカミキリ,  ヒゲブトハナカミキ
リ, ベーバハナカミキリ, オニホソコバネカミキリ,
ムネァカッヤケシコメッキ,  クリイロカツコウム
シ, クロホシクチキムシ, オオチャイロハナムグリ,
ミヤマオオハナムグリ,  クチキマグソコガネなど比
較的珍しいとされる甲虫類が見出されることが多
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い.  読者諸兄も これらの甲虫を採集中に本種を見出
すことができたなら,  生態的知見や分布記録を報告
して欲しい.

引用文献
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◇2006 年度採集例会報告◇
2006 年度日本 翅学会採集例会は7 月15 目か
ら16 日にかけて, 八ヶ岳の稲子湯において行われ
た.  参加者は両学会合わせて27 名であった.  日本
甲虫学会との合同開催は1998 年以来9 年間継続し
ており,  このまま続けば2007 年には10年間連続
となる.
梅雨のシーズンの真最中であったため, 最初の目
は好天に意まれたが, 2 日目は残念ながら南天で
あった.
採集ポイントは稲子湯周辺から白駒池近辺まで広
範囲に及び, かつ標高が高いのでかなり山地性の種
類も期待できる環境である.
“稲子湯はたいしたものはとれない” という水野
さんの想親会での挨拶にもかかわらず, 甲虫類はか
なりの成果であった. 具体的にはスキー場で小宮義
障氏が採集されたセメノフツツハムシ, 上坂幹夫氏
のョッモンナガクチキ (保育社の図鑑での名称) な
ど従来, 全国的に記録が少ない種が今回に採集され
た. その外, 私自身も見たこともないムネスジダン
ダラコメッキの一種, アカモンナガクチキ, 山地性
のソウムシやナガゴミムシを相当に採集することが
できた.
ノリゥッギの花の時期には少し早すぎたが, 稲子
湯の下流にハツニレの高木があり,  シラホシキクス
イカミキリ,  ヒゲナガシラホシカミキリ, ハンノア
オカミキリが採集され,  カミキリムシも一応は楽し
めた.
小宮義障さんが雨の中で玄関の石に顯かれ, 転倒
されて額を維われるというアクシデントがあり, 真
夜中に佐久総合病院の分院から本院へとはしごをす
ることとなった.  この結果, 夜の病院の待合室で小
宮さんと二人きりでいろいろとお話をさせていただ
く機会に恵まれたことになり, 医師としての小宮さ
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んの考え方をお聞きすることができた. その二週間
後に小宮さんが奥多摩で急逝されたことを考える
と, 私にとってもまた参加者全員にとっても心に残
る採集会であったといえる.
また機会があれば稲子湯の採集例会を企画したい
と考えている.

(横浜市青葉区, 大木 裕)
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九州山地で採集されていたコッ トンヒメアメイロカミキリ

新里達也・ 荒巻健二

コッ トンヒメアメイロカミキリLong1palpus cottom DE KEYzER et NIIsAT0 (和名新称) は, タイ北部チェン
マィ県を基準産地として, 1980年代の当時, チェンマイで標本商を営んでいたAdam COTTON氏に献名され
たァメイロカミキリの一種である. 本種は,  タイ北部では1980年代前半に十数個体ほどが採集されており,
少なくとも当時はそれほど珍しいカミキリムシではなかったようで, 新里も記載に際して用いた標本以外に
も,  日本人の採集家による複数個体を追加確認している.
このインドシナの種が, 新種記載に先立つ1986 年に, 荒巻によって九州山地ですでに採集されていた事実
が,  このたび判明した.  この標本は, 荒巻がァメイロカミキリ族の不明種と認識しつつも未解決のまま長年私
蔵しており, 最近になって新里のもとに同定確認のために委ねられたものである. 新里のもとに届いた標本は
ただちにタイ北部のコットンヒメアメイロカミキリと同一種であることが確認されたが, その予想外の発見に
むしろ物議を酸すことになった. すなわち,  インドシナと九州では地理的に違く隔てられているばかりか生物
地理学的にも近縁な要素は少なく, 本種の九州における自然分布を肯定する根拠が非常に乏しい,  というのが
その最大の理由である.  しかし, 採集地点は人為環境から隔離された九州山地の自然林であること, 今回の検
視結果からタイ北部産との若干の形態差が認められるなど, 海外からの移入個体の野外発見として片づけてし
まうわけにもいかない. まして本種が再び九州山地で発見される可能性もまったく否定できるものでもない.
そこで本報告では, 荒巻の採集標本に基づき本種の特徴を記載・ 図示し, 本種の再発見に向けて, 甲虫愛好家
の今後の注意を喚起することとしたい.

コッ トンヒメアメイロカミキリ LoI,tgipalpus cottoni DE KEYzER et NllsATo, l989
Lo;nglpalpus cottom DE KEYzER et N11sATo,1989, Jpn. J. Ent.,57, p334, fig.1; type locality: Doi Pui, near

Chiang Mal.
州産 個体に基づく記載. 体長4.7 mm. 体は黒掲色で艶がなく, 頭部は黑色, 上 はくすんだ栗色, 触角

と肢は明褐色, 触角5~7 節の基部付近はより明色. 体全体に半透明の微毛をそなえるが肉限では目立たない.
前胸背板基部と中央前後の側縁, 上 基部付近に銀白色毛をそなえる. 上 中央に銀白色毛からなるやや斜め
の横帯をそなえる. 頭部は前胸背板前緑の l .3 倍の幅で, 上翅肩部と同幅, 表面は細かな類粒状で点刻はない.
複限は大きく側方に張り出すが, 背面で頭幅3/8 の間隔で広く離れる. 触角は細く, 第9 節の基部で上翅端を
越える, 第1 節が最長で第3 節の1.5 倍の長さ, 第2~4 節の腹面に数本の直立毛をそなえる. 前a ｩ背板は最大
幅の1.42 倍および上翅の2/5 の長さ, 中央付近が広く緩やかに孤状に張り出し, 前縁から3/10および後緑か
ら1/5 の部分でほどよく窪み, 背面は細かな顆粒状で, 前方と中央付近で弱く盛り上がるが目立たない. 上翅
は基部幅の2.8 倍の長さ, 側緑は中央前方まで平行, 以降はやや強く拡がり, 先端1/4 が最大幅で基部幅の1.3
倍, 背面にはやや大きな8 列の点刻列をそなえるが, 先端1/3 以降で不明瞭となり, 2/11 で完全に消失する.
肢は比較的長く , 後腿節は上翅端を越えない.
検視標本: 1 ｦ,  宮崎県椎葉村耳川源流 (椎矢峠から宮崎県に5  km),  14-IX-1986,  荒巻健二採集 (所 �) . 
ナの枯棄よりソポセダカコブヤハズカミキリと同時に採集された.  この個体は, 採集直後に当目の同行者であ
る岩崎正氏が現地確認をしているので, 野外採集によるものであることは疑いはない. なお, 採集状況は荒巻
(2004) に詳しい.
比較検視標本: タイ北部産2 , 1♀ (Longipalpus cottom の副基準標本群) (新里所蔵).
九州産の検視標本は基本的にはタイ北部産と相違はない. ただし, 体は全体にやや短太, 頭部に点刻をそな
えない ( タイ産は後頭前方に明瞭な点刻をもつ), 前胸背板は短く最大幅の1.42 倍 ( タイ産は1.5 倍前後), 上
の後方の張り出しはより弱く , 点刻はやや大きく先端2/ l l で消失する ( タイ産はむしろ細かく 1/6 で消失)
などの違いが認められる.  これが地理的変異なのか単なる個体変異であるのか, 現時点では明確に結論づける
ことはできない.
本報告の目的とは異なるが, DE KEYzER・ NIlsATo(1989) の原記載では れられていない本種の所属につい
て,  この機会に若干の論考を加えておきたい.
本種は黒色で上翅中央に銀白色微毛からなる一条の斜帯をそなえることで,  ヒメアメイロカミキリ属の他種
とは容易に識別できるが, いっぼう, その所属においては真にヒメアメイロカミキリ属Longipalpusである
か, その正確な同定は難しい.  というのも,  ヒメアメイロカミキリ属は南太平洋の海洋島を中心に繁栄するも
のの, 系統的に多様な種を包含する多系統群とされるからである.  また, 本属の種は大陸の山岳地には本種以
外は分布しておらず, 唯一台湾南部の山岳地に分布する L tahuensis CHANGが内陸に分布する種として知ら
れている. また, 銀白色の徴毛紋による上翅の斜帯も本属のなかではまったく異例の形質である.  ヒメアメイ
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ロヵ ミキリ属の近緑属には, pseudtphra, fphraおよびC加nobnumが知られるが,  このうちPSeudiPhMaだけ
には本種のように上翅の微 紋を有する種が知られている. 実j察に,  目本のカミキリムシlこ5111 の深し 、私 jこ
ちにとっては, 本種の外観はッマグロアメイロカミキリPseudiphra aPtcate ScHWARZERなどとtしろ彷梯c
せるであろう いずれにしても, 種の所属も含めてこれら近縁辞の定義については, いずれ解決しなければな
らない問題であるといえよう.

参考文献

IIL T健 ., 2004. の0brium. 大字通信, ( l l): 10.
KEYzER DE R & T NllsAT0, lg89. An addjtjonal species Of the genuSLOnglpatpuS(ColeOPte「a, Ce「ambyCidae) f「Om

Thailand. Jpn. J. Ent., 57: 333-336.
(新里:  東京都国分寺市; 荒巻: 福岡県久留米市)
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カタモンカネコメツキの形態と分布

大 平 仁 夫

第156 号 (2006 年 12 月 )

Some st ructure and distribut ion of Limomscus rufoυi流atus
f rom Honshu, Japan (Elateridae: Dendrometrinae)

Hitoo OHIRA

力タモンカネコメッキLimoniscus rufioυittatusは, OHIRA(l963) が長野県美ヶ原山で採集(14. VII i954)
した lc,;'' に基づいてGambr inus属の新種として記載した体長9.5 mmの個体である. 原記載には成虫と交尾
器と触角の基部節を図示している. 原記載以降に本種は ﾈ一木県,  茨城県,  岐阜県,  新潟県などから記録されて
いるが,  日本には複数の類似種が分布しているので, 記録のすべてが本種を正しく同定して記録しているのか
どうかは不明である. また, 愛媛県東赤石山で得られ1早を, 大平・ 白石(2001) は暫定的に本種として記録し
ているが, これも未記載の別の類似種であった. また, 本種を として記録したのは, 岸井(2001) による岐阜
県根尾付能郷 (現在は本果市能郷) からの報告があり, そこでは「上 の赤黄色縦紋が幅広く, より赤味が強
い」 と記述している. 者はこのたび, 岐阜市の豊島健太郎氏が岐宇_県大野郡白川村で採集した l を検する
ことができた. 前述のように本種には未記載種も含めてきわめてよく類似した近似種がいるので, 色彩や外形
のみで正確に本種を同定することは因難なように思われる.
の体長は10 mm内外.  体は黒色で鈍い真f"?色の金属光沢を有し, ?上角は黒色で肢は暗掲色 上越は,目角

部から後方に伸びる濃權色の帯状縦斑を有し, 縦斑は上 の半ば付近までは明瞭に印するが, その後は細まっ
て漸次不明瞭になるか消 する (Fig.1A). 触角は短く, 第2, 3 節は短大でほぼ等長, 第4 節から鋸歯状を呈す

Fig. l. A -F, umomscus rufiot'i ttatus. : A body length 9.8 mm; B. 2nd to 5th segments of left antenna; C-D.
apical portion of male genitalia, dorsal aspect; E right apical agement of maxi llar、・ palpus; F, presternal
process, 、,entral aspec t.
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るが, 第4 節はこれら第2, 3 節を合わせたものとほぼ等長であり, 第5 節は第4 節よりやや短い(Fig. IB). 小
額枝の末端節は細長く, 末端に漸次扇状に広くなるが, 末端は緩く外方に湾曲する (Fig. 1E). 前a ・更板突起
a更面から見た末端部の膨らみは顕著である (Fig.1F'). 交尾器の背面からの外形は図示したようで,  中央実起
は太く, 末端近くの両側は平行状で, 末端部は湾曲して細まり, とがらない(Fig. 1C'). また, 側突起の末端部
の三角状部は幅より長く, 末端は湾曲している(Fig. 1, C' '). また, その側緑は直線状で, 後角は短く後外方に
とがる(Fig. l, D'). その他, 末端部には短い感覚毛を外緑部に沿って3~4 本生じる(Fig. l D↑↑).
本種の一般外形は,  タテスジカネコメッキL nttatusに類似しており, これに近緑の種のように思われる.
しかし, 交尾器や触角の基部節などには明陳な差が見られるし, 頭部や前胸背板の点刻の分布にも差が見ら
れる . こんご,  ♀の形態が判明したうえで,  これらの近似種との識別点にっいてもょり詳しく調査したいと考
えている.  ここでは, 本種の の形態の一部を明らかにするにとどめる.
終わりに, 本種を採集して提供をしていただいた, 岐阜市の豊島健太郎氏に厚く御礼を中しあげる.
調査標本: lc,'', 岐阜県大野郡白川付大白川, 15-VI-1997, 豊島健太郎採集.
分布: 本州 (関東から中部・ 北陸地域の山岳地帯).

f i jI' 尚,
OHIRA, H
大平1 . j、
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l963. .、'e、、, or Little-kno、n Elateridae from Japan, VI. (Coleoptera1. Trans. Shikoku ent. Soc..8(1):15-18
l'1イi正人,  2001. 要 県東赤lf]山のコメッキムシ類について. 徳島i t虫,  (l2): 1- l7.

0台高山脈におけるBolitophagiini族 ( ゴミムシ
ダマシ科) のライトトラップへの飛来例
ゴミムシダマシ科Bolitophagiini族各種の灯火
への飛来例は一般に少ないと恩われるが, 奈良県内
の台高山脈で行ったライトとラップ調査で,  これま
でに以下の3 種の 来を認めたので報告する.
なお, トラップの構造は, 幅約2 m, 高さ約1.5 m
のスク リーン式で, 主な光源として, 250 W水銀灯
1 灯, 20 W直管ブラックライトおよびケミカルラ
イト各2 灯を使用した. 採集者はすべて木村であ
る. 本報告に用いた標本はすべて種原市是虫館に保
管されている.
1. ニセコ プスジッ ノ ゴミ ムシダマシ Botetoxe-

n s tncun1a加s ( LEWIS)
1 ｽ,  奈良県上北山付,  11-VI I-200

2. キムラチビコ ブッノ ゴミムシダマシ Byrsax
imuraz MIYATAKE

1.?, 奈良県上北山村, l l -V II -2006
3. ク ロソ ンマグ ソコ ガネ ダマシ Bolitotrogus

kurosoni s MIYATAKE
l f , 奈良県川上村, 24-VII-2003

本報告のなかで,  クロソンマグソコガネダマシは
高知県黒尊渓谷を基産地として, 1964 年に宮武Et差
夫博士により記 された種であるが, その後追加の
報告を聞かない.  また, 基産地を含む四国以外の地
域からの報告もない.  したがって今回の記録は本種
の本州からの新記録と考えられる. 報告者の一人,
安藤は最近この基産地を訪れた力', 森林環境は大き
く変化しており, その大部分は杉などの植林に占め
られ, 本種を採集することはできなかった.  この環
境の改変状態を勘案すると, 今後基産地での本種の
採集は因難であろうと考えられる.
ここに報告したクロソンマグソコガネダマシ個体
は, 同定に用いた副機式標本との相違はまったく認
められない. 本種の種名確定時に比較標本を手配い

- 2 9

ただいた愛媛大学農学部の酒井雅博博士, 石川春子
氏のお二人に厚くお礼中し上げる.

引用文献

MI、iATAKE, M.,1964. Notes on the tribe Bolitophagini of
Japan, with the descriptions of four no、v genera and
two new species(Coleoptera: Tenebrionidae). Trans.
Sh!koku Ent. Soc.. 8: 59-84.

( 概原市 虫館,  木村史明;
大阪府豊能町,  安藤清志 )
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0ヒダカノミゾウムシの分布および成虫採集記録
ヒダカノミソ'ウムシ 0rchestes (0rchestes) hi d -

akai (Morimoto, 1984) は, 長崎県 1仙市小浜で,
コケのシフティングによって得られた l 雌を基に
記齡ﾊされ,  その後,  採集記録がない極めて珍しいノ
ミソ'ウムシの l 種である.
者は和歌山県古座川町の北海道大学研究林にお

いてフォキ' ング法を用いたイチイガシ Quercus
gliuaの調査を行い,  比較的まとまった数の本種成
虫を得たので記録しておく.

20 exs., 和歌山県占座川町北海道大学研究林
(N33°40' , El35°40' ), 3. V 2006, 筆者採集 (フォ
ギング).
分布: 本州 (和歌山)一新記録, )L州 (長崎)
イチイガシは樹高が30mにも達する高木で,  林
冠部を対象とした昆虫類の調査はこれまでほとんど
行われていなかったと考えられる. 今後,  イチイガ
シに注意することで, 本種の分布の空白地域からも
見つかる可能性がある.
本種は, 暗赤褐色地にl火色 毛による不明瞭な斑
紋を装い, 奄美大島から記載されたハイマダラノミ
ノウムシ 0rchestes (0rchestes) yokoae MORIMOTo

et MIYAKAwA, l996 に近緑で, 両種の関係につい
ては将来精査する必要がある.
末筆ながら, 北海道大学研究林での調査に同行い
ただいた的場 統氏, ならびに土屋賢太郎氏, 調査
を行うにあたりお世話になった同研究林長の野田真
人博士および職員の方々 に厚く御礼中し上げる. 本

第156 号 (2006 年 l 2 月 )

調査は, 科学研究資補助金 (課題番号 l6770067)
の助成を受けて行われた.

( IL州大学総合研究t専物館, 小島弘昭)

0鹿児島県種子島におけるクリイロヒゲハナノ ミ採
集例
ク リ イ ロ ヒケ'ハナ ノ ミ Macrotomon a cas tanea

pfc, 1922 は,  日本では関東地方~琉球列島から記
録されている (高桑,  l998, 甲虫ニュース, (123):
4). 鹿児島県種子島には当然分布しているものと予
想されるが, 筆者は募聞にしてまだ種子島での記録
を知らない. たまたま最近, 黒佐和義博士から恵与
いただいたハナノ ミ標本中に種子島産の本種が含ま
れていたので, 念のためここに記録しておきたい.

1♀, 鹿児島県中種子町增田,  14.VII i999, 黒佐
義郎採集.
貴重な標本を恵与くださった東京の黒佐和義博士
に心からお礼を中し上げる.

(神奈川県立生命の星・ 地球博物館, 高桑正敏)

0伊豆諸島大島におけるルリツヤヒメキマワリモ ド
キの記録
ルリッヤヒメキマワリモドキ Simalura coerutea

(LEWIS) は, 中條(l985) によると, 本州, 四国, IL
州, 佐渡, 粟島, 対馬に分布することが知られてい
るが, 伊豆諸島からの記録はないようである. 筆者
ら, 伊豆諸島大島で本種を採集することができたの
で,  ここに報告しておきたい.

lex., 伊豆大島元町林道,  17-19. VIII 2006, 小
林邦彦・ 鈴木 亙 採集(FIT).
報告するにあたり, 種の確認をしていただいた川
崎市の川田一之氏に厚くお礼中し上げる.

引用文献

中条i i! -,  l985.  コ ミムシダマシ科 (一部除く ). 11解良
彦・ 久松定成・ 佐 治々' 紹者, 原色口本甲 'l'図鑑
(m):295-341 (pls 49-58). 保育社, 大阪.

(東京都多摩市, 小林邦彦;
東京都世田谷区, 鈴木 亙)
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C0LEOPTERISTS' NEWS

◇2006 年度大会報告◇
日本華高 学会第 19 回大会は2006 年 11 月 18~

l9 日にかけて, 山崎秀雄大会委員長のもと, 千棄県
立中央博物館において開催されました.  2 目間のプ
ログラムで,  一般識Siの口頭発表15 題,  ポスター
発表 6 題の発表が行われました. 参加者は総勢 170
名で, そのほかにも特別講演およびシンポジウム
は, 中央博物館の「自然誌シンポジウム」 として公
開で行いま したので, 会員外からも多くの参加が
あった横様です. 今年度の識演の特徴として, 絶滅
危惧種などの保全に関わる問題が日立ちましたが,
これは, 近年の自然環境の度退とその保全の重要性
についての認識が本学会でも深まってきたことによ
るものと思われます. そのほかにも, 長年誤解され
ていた分類学的問題の解決や形態形質の機能や評価
に関する研究や分子系統学による新たな解釈などの
基礎的な研究にも注目すべきものが見られました.
ここ数年の, 識黄内容の多様化は注目すべきものが
ありますが, より一層の内容の深化, 発展を期待し
たいと思います. 特別請演は大野正男先生による
「分布図で見る房総の足虫たち」で, 房総半島にとど
まらず, 様々な生物の分布・ 生物地理を論じていた
だきました. 膨大な文献の渉源に基づいて作成され
た多くの分布図は圧巻で, 個々 の分布記録の積み重
ねがいかに重要であることを再認識した方が多かっ
たのではないかと思います.  シンポジウム 「甲虫相
から見る千業県一里山と海の県, 茨城・ 千葉・ 神奈
川の比較から一」 では, 茨城と神奈川との甲虫相の
比較で議論が中心でしたが,  ここでも個々 の記録の
重要性が浮き彫りにされたと思われます.
総会では, 新会長に新里達也氏が推挙され, 承認
を得ました.  また, ハネカクシの分類学的研究で著
名な渡邊泰明先生が名誉会員に推挙され承認されま
した. 今回の名誉会員の推菌は, 渡邊先生の学問的
貢献に付け加え, 当会前身の甲虫談話会時代から長
年の間, 甲虫ニュースの編集にご尽力されるなど,
本会の黎明期より会務にあたられ, 編集委員長や会
長を歴任いただいたご功績により会員諸氏の資同を
得たものです.
来年度の第20回大会は, 初の北陸開催となる福
井大学で開催の予定です. 総会時に読み上げられま
した, 次回大会運営の任にあたられる保科英人氏の
案内では 「決して安宿などに泊まらず, 温泉旅館で
越前ガニを堪能し, 地元経済への貢献をお願いした
い」 とのことでありましたので, 会員諸氏のご協力
をお願いいたします (実).   (庶務担当 岸本年郎)

No. 156 (Dec 2006)

◇会計報告◇
2005 'l l度決算 (2005 年1 月1 口~12 月31 口)
収 入 ]  算 決 算 増 減

前年度繰越金
会f'i
広告t'i
出

-

物,,'i上金
雑収入

I,900,000円
4,200,000

60,000
50,000

0

2, le i ,879 円
4,2 47,000

0
363.550
l 82.003

201 ,879 円
47,000

- 60,000
313,550
l 82.003

合 1十 6.210.000 6,894.432 684.432

支 出 「, 算 决 算 增 減

会 't1二、J刷
(Ely tra)

会誌印刷「「
([1]虫ニュース)
会誌送料

通信費

事務'f
大会助成資

]' 備賀
次年度繰越金

2.200.000円 2.502.325 円 302.325 円

1,000,000
720.0 00
150,000
150,00 0
100.000

50,00 0
1.840.000

1
,035,667
80 9.751

l 5,000
19 6,680
100.000
9 9,645

2.135.364

35,667
89.751

- 135,000
46,680

0
49,645

295.364

合 ul 6.210,00 0 6,894,432 684,432

2.  特別会計2005 年度决算

収 人 支 出

前年度繰越金 4,916.885 円 ELYTRA33 ( l )
利.a 33 印刷賀

振込手数料
ELYTRA33 (2)
印刷賀

振込手数料
次年度繰越金

1,383,200円

210
311.291

210
3.222.007

合 計 4,916.9 18 合 I t' 4,916.918

31

(会計担当, 斉藤明子)

◇会 動静◇
(2005 年 l l 月~2006 年10月)
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